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第137図 第70号掘立柱建物跡（2)

5間1.7m、P5-P6間1.9m、P8-P9間1.7

m、P9-PlO間1.8m、PlO-P1間1.8m（平

均1.77m)、梁行P6-P7間1.8m、P7-P8

間1.7m（平均1.75m)、廂と判断した部分の桁行

Pll-P12惜］1.3m、P12-P13惜］2.lm、P13-

P14間1.9m（平均1.77m)である。廂の出はPl

-Pll「』1.2m、P8-P14「』1.4m、P9-P13 

間1.2m、そしてP10から廂の柱筋までの距離1.2

m （平均1.25m)である。なお、 P2は確認され

ていない。柱穴の規模は径30X35cm~50X70cm、

深さ20~60cmと幅がある。柱穴の平面形は円形

もしくは楕円形で、全体的に径・深度は中規模で

ある。桁行・梁行・廂ともに柱筋は比較的通り、

母屋の柱間距離は近似している。

遺物は出土しなかった。

第69号掘立柱建物跡（第135図）

F-15 • 16グリッドに位置する。重複遺構と

の新旧関係は確認できなかった。母屋の規模は、

桁行4間 (7.4m)、梁行2間 (3.6m)、面積26.64

而、主軸方位はN-14° -Eである。

柱間距離は、桁行P3-P4間2.0m、P4-P

5間1.9m、PlO-Pll間1.7m、Pll-P12間

1.9m、P12-P1間2.0m（平均1.90m)、梁行P

l-P2間1.8m、P2-P3間1.8m、P7-P

8間2.lm（平均1.90m)、なお、 P6・P9は確

認されていない。柱穴の規模は径15X20cm~35

X40cm、深さ 5~30cmと幅がある。柱穴の平面

形は円形もしくは楕円形で、全体的に径・深度と

もに小規模である。P4は、柱筋よりも外側に位

置している。この点を除けば、桁行・梁行ともに

柱筋は比較的通っているが、南側梁行の間柱は柱

筋よりも内側に入り込んでいる。また、柱間距離

はほぼ近似している。

遺物は出土しなかった。

第70号掘立柱建物跡（第136• 137図）

E • F-17グリッドに位置する。第54号溝跡

を切っている。第77号掘立柱建物跡やその他の

重複遺構との新旧関係は確認できなかった。母屋

の規模は、桁行4間 (9.2m)、梁行2間 (4.6m)、

面積42.32m、主軸方位はN-19° -Eである。

柱間距離は、桁行P3-P4間2.0m、P4-P

5惜］2.3m、P9-P10惜］2.8m、PlO-Pll惜l

2.2m、Pll-P12間1.9m（平均2.24m)、梁行P

2-P3惜］2.3m、P7-P8開］2.5m、P8-P

9間2.lm（平均2.30m)、なお、 P1 • P 6は確

認されていない。柱穴の規模は径23X28cm~68

X74cm、深さ23~52cmと少し幅がある。柱穴の

平面形は円形もしくは楕円形で、 P5を除いて、

全体的に径・深度は小規模である。桁行・梁行と

もに柱筋は比較的通っているが、柱間距離には幅

がある。

遺物は出土しなかった。

第71号掘立柱建物跡（第138図）

E • F-18 • 19グリッドに位置する。第5号周

溝状遺構を切る。第76号掘立柱建物跡やその他

の重複遺構との新旧関係は確認できなかった。母

屋の規模は、桁行2間(5.9m)、梁行2間（4.2m)、

面積24.78m、主軸方位はN-65° -Wである。
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第140図 第72号掘立柱建物跡（2)

t主佑1関厄肩伯じよ、村竹子P3-P4惜i2.9m、P4-P 

5間3.0m、P7-P8間2.6m、P8 -P 1間3.3

m （平均2.95m)、梁行Pl-P2間1.9m、P2

-P3間2.3m、P5-P6間2.lm、P6-P7

間2.lm（平均2.10m)である。柱穴の規模は径15

X20cm~80X90cm、深さ 5~40cmと幅がある。

柱穴の平面形は円形もしくは楕円形で、径・深度

は小規模なものが多い。P5が内側に入り込んで

いるほかは、桁行・梁行ともに柱筋は比較的通っ

ているが、柱間距離はやや変則的である。

位置的に、第72号掘立柱建物跡（N-65° -W) 

に平行し、また重複する第76号掘立柱建物跡（N

-60° -W) とも平行関係にある。

遺物は出土しなかった。

第72号掘立柱建物跡（第139• 140図）

E-18・19グリッドに位置する。重複遺構と

の新旧関係は確認できなかった。母屋の規模は、

桁行4間 (7.4m)、梁行2間 (4.2m)、面積31.08

面、主軸方位はN-65° -Wである。

柱間距離は、桁行P3-P4間1.5m、P4-P

5間1.8m、P5-P6間2.lm、P6-P7間2.0

m、P9-PlO惜12.0m、PlO-Pll惜］1.8m、P

11-P12間1.9m、P12-P1間1.7m（平均1.85

m)、梁行Pl-P2間2.lm、P2-P3間2.1

m、P7-P8間2.2m、P8-P9間2.0m（平

均2.10m)である。柱穴の規模は径28X40cm~54

X72cm、深さ 5~38cmと幅がある。柱穴の平面

形は円形もしくは楕円形で、全体的に径・深度は

小規模なものが多い。桁行・梁行ともに柱筋は比

較的通っている。桁行の柱間距離は、やや変則的

である。

遺物は出土しなかった。

第73号掘立柱建物跡（第141• 142図）

D-18 • 19グリッドに位置する。第7号周溝

状遺構を切るが、第60号掘立柱建物跡やその他の

重複遺構との新旧関係は確認できなかった。母屋

の規模は、桁行3間 (7.7m)、梁行3間 (5.3m)、

面積40.81m、主軸方位はN-60° -Wである。

柱間距離は、桁行P10-P11間2.2m、P11-

P12間2.8m、P12-P1間2.7m（平均2.57m)、

梁行Pl-P2間1.5m、P2-P3間1.6m、P

3-P4間2.2m、P9-PlO間1.9m（平均1.80

m)である。なお、 P5・P6・P8は確認され

ていない。柱穴の規模は径20X20cm~50X65cm、

深さ15~55cmと幅がある。柱穴の平面形は円形

もしくは楕円形で、 全体的に径・深度は小規模な

ものが多い。西側桁行の柱筋は通っているが、東

側桁行の隅柱は、ずれた位置関係にある。また、

北側梁行の2本の間柱は柱筋より内側に入り込ん

でおり、柱間距離も一定しない。

遺物は出土しなかった。

第74号掘立柱建物跡（第143図）

B • C-19 • 20グリッドに位置する。第2• 3 

号周溝状遺構を切っているが、第55• 75号掘立

柱建物跡やその他の重複遺構との新旧関係は確認

できなかった。母屋の規模は、桁行3間 (6.8m)、

梁行2間(5.3m)、面積36.04m、主軸方位はN-

30° -Eである。
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第141図 第73号掘立柱建物跡（1)
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第142図 第73号掘立柱建物跡（2)

柱間距離は、桁行P3-P4間2.3m、P9-P

10間2.0m、P10-P 1間2.2m（平均2.17m)、梁

1子Pl-P2惜］3.0m、P2-P3惜］2.3m、P6

-P7間2.7m（平均2.67m)である。柱穴の規模

は径30X45cm~60X70cm、深さ15~60cmと幅が

ある。また、 P5・P8は確認されていなしヽ。柱

穴の平面形は円形もしくは楕円形で、径・深度は

小規模なものが多い。柱間距離は不揃いで、東側

桁行と南側梁行の柱筋は通らない。

遺物は出土しなかった。

第75号掘立柱建物跡（第144• 145図）

B-19、C-19• 20グリッドに位置する。第

3号周溝状遺構を切り、第43号井戸跡に切られる。

第74号掘立柱建物跡やその他の重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。母屋の規模は、桁行

3間 (7.9m)、梁行 (5.7m)については、間柱が

確認されていないため間数は不明である。面積

45.03面、主軸方位はN-21° -Eである。

木主惜］関丑雛は：、杵11-rP2-P 3措］2.4m、P3-P 

4閏l3.7m、P4-P5惜］1.8m、P8-Pl惜］2.3

m （平均2.55m)である。柱穴の規模は径25X31

cm~58X70cm、深さ15~74cmと幅がある。なお、

P7は確認されていない。柱穴の平面形は円形も

しくは楕円形であるが、平面規模、深度ともに不

揃いである。また、柱穴の柱筋は通らず、柱間距

離も揃っていない。

遺物は出土しなかった。

第76号掘立柱建物跡（第146• 151図）

E-18、F-17・18グリッドに位置する。第

5号周溝状遺構を切っているが、第71号掘立柱建

物跡やその他の重複遺構との新旧関係は確認でき

なかった。母屋の規模は、桁行3間 (7.7m)、梁

行2間 (4.lm)、面積31.57rri、 主軸方位はN-

60° -Wである。

木主間距離は、桁行P3-P4間3.0m、P4-P

5間2.0m、P5-P6間2.7m、P8-P9間2.8

m、P9-PlO間2.4m、P10-P 1間2.5m（平

均2.57m)、梁行Pl-P2間1.6m、P2-P3

惜12.5m、P6-P7惜］2.lm、P7-P8惜］2.5m

（平均2.18m)である。柱穴の規模は径25X25cm

~55X60cm、深さ15~75cmと幅がある。柱穴の

平面形は円形もしくは楕円形であるが、径・深度

ともに小規模なものが多い。また、柱穴の中には、

柱筋の通らない例も認められ、柱間距離も一定し

ない。位置的に、第72号掘立柱建物跡 (N-65°

-W)・重複する第71号掘立柱建物跡（N-65°

-W) ともほぼ平行関係にある。
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第143図 第74号掘立柱建物跡
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第145図 第75号掘立柱建物跡（2)

砥石が 1点（9)出土した。

第77号掘立柱建物跡（第147図）

F-17グリッドに位置する。第70号掘立柱建

物跡やその他の重複遺構との新旧関係は確認でき

なかった。母屋の規模は、桁行（7.lm)、柱間距

離から推して 3間と推定される。梁行2間（2.9

m)、面積20.59面、主軸方位はN-3° -Eであ

る。

木主惜罪廿離紅よ、杵廿子P5 _P6惜］2.2m、P 8 -P 

9間2.3m（平均2.25m)、梁行P1 -P 2間1.9m、

P 2 -P 3間1.0m、P6-P 7間1.5m、P7 -

P8間1.4m （平均1.45m)である。なお、 P4・

P10は確認されていない。柱穴の規模は径25X

30cm~43X49cm、深さ25~65cmと幅がある。柱

穴の平面形は円形もしくは楕円形であるが、全体

的に平面規模、深度ともに小規模であり、不揃い

といえる。また、柱間距離も一定しない。梁行の

間柱 (P2 • P 7)は、柱筋の内側に入り込んで

しヽる。

遺物は出土しなかったが、他遺構との重複関

係・主軸方位・規模から、中・近世と推定される。

第78号掘立柱建物跡（第148• 151図）

E-16グリッドに位置する。第74号溝跡を切

る。他の重複遺構との新旧関係は確認できなかっ

た。母屋の規模は、桁行2間 (3.8m)、梁行2間

(3.7m)、面積14.06rri、主軸方位はN-69° -W  

である。

木主間距離は、桁行Pl-P2間1.8m、P2-P

3惜］2.0m、P5-P6惜12.0m、P6-P7惜］1.8

m （平均1.90m)、梁行P3-P4間1.8m、P4

-P 5惜］1.9m、P7-P8惜H.9m、P8 -P 1 

間1.8m（平均1.90m)である。柱穴の規模は径27

X30cm~50X78cm、深さ43~60cmと幅がある。

柱穴の平面形は円形もしくは楕円形であるが、平

面規模・深度ともに小規模なものが多い。間柱は

いずれも、径・深度ともに隅柱より小規模である。

また、柱筋は、比較的通っている。

砥石（10• 11)が2点出土した。

第79号掘立柱建物跡（第149• 151図）

G-16グリッドに位置する。第36号井戸跡に

切られる。他の重複遺構との新旧関係は確認でき

なかった。母屋の規模は、桁行2間（4.lm)、梁

行2間 (3.lm)、面積12.71面、主軸方位はN-

90° -Wである。

木主間距離は、桁行P3-P4間2.0m、P7-P

8間2.lm（平均2.05m)、梁行P2-P3間1.5m、

P6-P7間1.6m（平均1.55m)である。柱穴の

規模は径20X25cm~55X80cm、深さ15~55cmと

幅がある。なお、 P1 • P 5は確認されなかった。

柱穴の平面形は円形もしくは楕円形であるが、平

面規模・深度ともに小規模なものが多く、不揃い

である。また、柱筋の通りは比較的良好で、柱間
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第147図 第77号掘立柱建物跡

距離も一定している。

志野と考えられる瀬戸・美濃系の陶器碗 (12)

の破片が出土したことから、近世の掘立柱建物跡

と推定される。

第80号掘立柱建物跡（第150図）

D -16、E-16・17グリッドに位置する。第

54号溝跡を切る。第65• 66号掘立柱建物跡やそ

の他の重複遺構との新旧関係は確認できなかった。

母屋の規模は、桁行3間（5.8m)、梁行2間 (3.2

m)、面積18.56rri、主軸方位はN-55° -Wであ

る。

柱間距離は、桁行P3-P4間1.7m、P4-P
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第148図 第78号掘立柱建物跡

5間2.4m、P5-P6間1.7m、PlO-P1間2.0

m （平均1.95m)、梁行Pl-P2間2.0m、P2

-P3惜］1.2m、P6-P7惜］1.6m、P7-P8

間1.6m（平均1.60m)である。柱穴の規模は径20

X25cm~45X55cm、深さ15~70cmと幅がある。

なお、 P9は確認できなかった。柱穴の平面形は

円形もしくは楕円形であるが、径・深度ともに小

規模のものが多く、全体的に不揃いである。また、

柱穴の中には、柱筋の通らない例も認められ、柱

間距離も一定しない。梁行の間柱は、柱筋よりも

僅かに内側に入り込んでいる。

遺物は出土しなかった。
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第149図 第79号掘立柱建物跡

第22表 掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残（存％率） 口(cm径) 巴 巳 胎土 焼成 色調 闘 備考

1 SB6 C 土師器 小型甕 25 (7.0) [2 9] A B C D 普通 橙 旧SB9霜により赤色化
G 器面風化

<さ1.8cm 最孔大径径1.02c.m2 cm A B D F 2 SB6 C 土製品 土玉 100 さ2.1cm 普通 橙 P8旧SB9
さ5.8" G 

3 SBlO C 須恵器 高杯か 25 (10.1) [3.6] A B D G 普通 暗灰 輔輯 P5 

4 SB14 C 土師器 甕 20 14.8 [4.9] A B D F 普通 灰褐 Pl G 

5 SB14 C 土師器 壺 25 (8 2) [3 8] A B C F 普通
にぶい Pl 粗いヘラ磨きG 橙

6 SB57 A 土師器 壺 75 10.7 [17 l] A C F G 普通 にぶい PlO 器面風化顕著
橙

7 SB64 A 石製品 砥石 長重ささ1l98.80.」3c"m 幅4.2cm 厚さ3.3cm P9 欠側損面面の以方外がの使4 用面度は高砥いぎ賢して
使用 灰岩

8 SB66 A 土器 焙烙 5 [5.6] A F 普通 灰白 P2 外面指頭圧痕

， SB76 A 石製品 砥石 盈さ[79]cm 幅3.6cm 厚さ2.1cm Pl 上下凝端灰部岩以外使用 使用度比較
さ60.7~ 的高い

10 SB78 A 石製品 砥石 長重ささ3l66.90 」gcm 幅3.4cm 厚さ1.2cm P2 凝灰岩

11 SB78 A 石製品 砥石 魯さ164cm 幅32cm 厚さ2.3cm P6 全面使用使用度高い
さ164.2"

12 SB79 A 陶器 碗 10 (13.0) [5.3] I 良好 灰白 輔轄 眉石釉 目入・急泡多戸・美 系 野か 17C前葉
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第150図第80号掘立柱建物跡
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第151図 掘立柱建物跡出土遺物
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6.柵列跡
柵列跡と判断したのは、 A・B・C区とも各1

碁ずつの計3基である。掘立柱建物跡の一部分が

遺存している可能性も否定できないが、建物状に

ピットが並ばないものを、柵列跡として扱った。

第1号柵列跡（第153図）

F • G-16グリッドに位置する。位置的に第10

号周溝状遺構、 第75• 177号溝跡と重複するが、

新旧関係は確認できなかった。

Pl~5が確認された。総延長8.30m、柱間は

1.70~3.00m（平均2.08m)、柱穴の規模は径20

X28cm~42X48cm、深さ 8~32cmと幅がある。

方位はN-31° -Wを指し、第54号溝跡 (N-28°

-W)とほぼ平行し、第67号掘立柱建物跡の梁行

方位 (N-31°-W)に近いといえる。

遺物は出土しなかった。

第2号柵列跡（第154図）

I -13グリッドに位置する。第122号溝跡を切

っている。

Pl~4が確認された。総延長4.10m、柱間は

1.00~1.60m（平均1.37m)、柱穴の規模は径23

X23cm~30X33cm、深さ13~23cmと幅がある。

方位はN-60°-Eを指すが、近隣にはこれと近

い方位を指す遺構は確認されていない。

遺物は出土しなかった。

第152図柵列跡分布図

SA1 

以三—170
P2 I SR10 

300 

SD177 

◎p3 190 
A' 

P3 

SA1 
1 暗褐色土 黄褐色粘士プロック (0.2~0. 3cm)少
2 暗褐色士 黄褐色粘士プロック (0.5~0. 8cm)多

3 暗褐色士 黄褐色粘土プロック (0.2~0. 3cm)少
4 黒褐色土 黄褐色粘土粒(0.I~0. 2cm)少
5 黒褐色土 黄褐色粘土プロック (0.2~0. 3cm)多

゜
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＇ 1 : 90 

第153図第1号柵列跡
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第154図第2・3号柵列跡

第3号柵列跡（第154図）

L-7グリッドに位置する。位置的に多数の遺

構と重複するが、新旧関係は確認できなかった。

Pl~7が確認された。柵列は3間ずつ、直角

に構成されている。総延長は、 Pl~4が5.40m、

P4~ 7が4.80m、柱間は1.40~1.90m（平均

1.70m)、柱穴の規模は径18X20cm~30X30cm、

深さ14~40cmと幅がある。方位はPl~4がN

-36° -W、P4~7がN-54° -Eを指す。

近隣の遺構である第17号掘立柱建物跡（N-

37° -W、またはN-53° -E) ・第19号掘立柱

建物跡 (N-34° -W、またはN-56° -E)に

近いといえるが、関連性については言及できない。

遺物は出土しなかった。
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7.土猥
土堀は、 A区87基 B区1基、 C区197基の計

285基である。古墳時代、古代、中 ・近世のもの

が混在するが、遺物の出土が少なく、時期を特定

することが難しいものが多いことから、この項で

すべてを扱うこととした。

第1号土堀（第156図）

H-11グリッドに位置する。第4号掘立柱建

物跡P5・P6を切っている。平面形は楕円形で、

長径1.95m、短径1.55m、深さ0.15m、長軸方位

はN-14° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第2号土堀（第156図）

H-11グリッドに位置する。第1号方形周溝

墓•第 8 号土壊と重複しているが、新旧関係は確

認できなかった。平面形は楕円形で、長径1.55m、

短径1.15m、深さ0.25m、長軸方位はN-63° ―

Eである。

遺物は出土しなかった。

第3号土堀（第156図）

I -11グリッドに位置する。第7号溝跡を切り、

第3号掘立柱建物跡P8と1基のピットに切られ

ている。平面形は長楕円形で、長径3.30m、短径

1.25m、深さ0.20m、長軸方位はN-32° -Wで

ある。

遺物は出土しなかった。

第4号土堀（第156図）

H-11グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.05m、短径0.80m、深さ0.14m、長軸方位

はN-46° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第5号土堀（第156図）

I -10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.25m、短径0.90m、深さ0.09m、長軸方位

はN-62° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第6号土堀（第156図）

I -11グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径0.65m、短径0.55m、深さ0.05m、長軸方位

はN-73° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第7号土堀（第156• 180図）

H-11グリッドに位置する。第1号方形周溝

墓•第 4号掘立柱建物跡P4• 第 8 号土壊と重複

しているが、新旧関係は確認できなかった。平面

形は長楕円形と思われる。確認できる範囲におい

て長径1.55m、短径1.10m、深さ0.28m、長軸方

位はN-77° -Eである。

土師器片（1)が1点出土した。

第155図土堀分布図
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1 暗黒褐色土地山粒やや多 しまり強
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第156図土壊（1)
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第8号土堀（第156図）

H-11グリッドに位置する。第2・7号土堀と

重複しているが、新旧関係は確認できなかった。

平面形は楕円形で、長径1.60m、短径1.15m、深

さ0.10m、長軸方位はN-21°-Wである。

遺物は出土しなかった。

第9号土堀（第156図）

J -11グリッドに位置する。第10号土壊を切

っている。平面形は楕円形で、長径1.55m、短径

1.00m、深さ0.38m、長軸方位はN-57° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第10号土堀（第156図）

J-11グリッドに位置する。第9号土壊に切ら

れている。平面形は楕円形で、長径0.90m、短径

[0.60] m、深さ0.22m、長軸方位はN-57° -E 

である。

遺物は出土しなかった。

第11号土漿（第156• 180図）

k-11グリッドに位置する。平面形はほぼ円

形で、径は1.60Xl.50m、深さ0.12mである。覆

土は第12号土堀に共通である。

土師器の甕（2)が1点出土した。土堀の時期

は、 7世紀第4四半期と推定される。

第12号土塘（第156図）

k-11グリッドに位置する。2基のピットを切

っている。平面形は楕円形で、長径1.80m、短径

1.40m、深さ0.15m、長軸方位はN-89° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第13号土漿（第157図）

J -11グリッドに位置する。第14号土壊に切

られている。平面形は不明で、遺存規模は0.90m、

0.40m、深さ0.40mである。

遺物は出土しなかった。

第14号土堀（第157図）

J -11グリッドに位置する。第13号土壊を切

っているが、第10号溝跡と 2拮のピットとの新旧

関係は不明である。土層の観察の結果、第16号土

壊とは別遺構と判断した。平面形は楕円形と推定

される。東西規模は2.05m、南北規模については

1.60mまでの遺存で、深さは0.40mである。長軸

方位はN-31° -Eと推定される。

遺物は出土しなかった。

第15号土堀（第156図）

J-12グリッドに位置する。第2号方形周溝墓

を切り、第8号溝跡に切られている。平面形は不

明で、遺存規模は1.62X0.92m、深さ0.25mであ

る。

遺物は出土しなかった。

第16号土堀（第157図）

J -11グリッドに位置する。第10号溝跡に切

られている。土層の観察の結果、第14号土堀とは

別遺構と判断した。平面形は不明である。東西規

模は2.32mであるが、南北規模については1.43m

までの遺存で、深さは0.35mである。遺存部分で

の軸方位はN-63° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第17号土堀（第157図）

I -10グリッドに位置する。第18• 19号土壊、

第10号溝跡との新旧関係は確認できなかった。

平面形は楕円形で、長径[0.90]m、短径0.70m、

深さ0.25m、長軸方位はN-10° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第18号土塘（第157• 180図）

I • J -10グリッドに位置する。第19号土壊・

第10号溝跡を切っているが、第17号土壊との新

旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.15m、短径0.95m、深さ0.45m、長軸方位

はN-63° -Eである。

土師器坪が3点 (3~5)出土した。土壊の時

期は、 6世紀第3四半期と推定される。

第19号土堀（第157• 180図）

I • J -10グリッドに位置する。第11号住居
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跡を切り、第18号土壊に切られている。第17• 

20 • 21号土壊•第10号溝跡との新旧関係は確認

できなかった。平面形は不明であるが、不規則な

形態であることから、複数の土堀が重複している

可能性もある。規模は東西[2.98]m、南北3.47m、

深さ0.30mである。

第18• 19号土壊として取り上げる結果となっ

た土師器(6~8)が3点出土した。6世紀第3四

半期と推定される。

第20号土堀（第157図）

J -10グリッドに位置する。第19• 21号土壊

との新旧関係は確認できなかった。平面形は円形

で、径は1.20Xl.05m、深さ0.05mである。

遺物は出土しなかった。

第21号土堀（第157図）

J -10. 11グリッドに位置する。第20号土堀 ・

第10号溝跡との新旧関係は確認できなかった。

平面形は楕円形と推定される。南北規模は1.40m

であるが、東西規模は0.78mまでの確認で、深さ

は0.05mである。

遺物は出土しなかった。

第22号土壊（第156図）

k-11グリッドに位置する。平面形はほぼ円

形で、径は0.80X0.70m、深さ0.30mである。

遺物は出土しなかった。

第24号土塀（第156図）

J-11. 12グリッドに位置する。第2号方形周

溝墓を切っているが、第13号溝跡と 1基のピット

との新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円

形と推定される。長径は2.00mであるが、短径は

1.20mまでの確認で、深さは0.15m、長軸方位は

N-35° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第25号土塀（第156図）

k-11グリッドに位置する。平面形は楕円形

で、長径1.00m、短径0.70m、深さ0.10m、長軸

方位はN-0゚ 指す。

遺物は出土しなかった。

第26号土堀（第157図）

K-11グリッドに位置する。第15号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は隅丸長方

形で、長軸1.65m、短軸0.60m、深さ0.15m、長

軸方位はN-39° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第27号土城（第157図）

I -10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径0.70m、短径0.60m、深さ0.15m、長軸方位

はN-7° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第28号土城（第157図）

J -9 • 10グリッドに位置する。第16号住居

跡を切っているが、 2碁のピットとの新旧関係は

確認できなかった。平面形は楕円形で、長径1.10

m、短径1.00m、深さ0.30m、長軸方位はN-13°

-Eである。

遺物は出土しなかった。

第29号土塀（第157• 180図）

J-9グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.20m、短径1.10m、深さ0.20m、長軸方位

はN-86° -Wである。

土師器の杯（9)が1点出土している。土壊の

時期は、 7世紀第1四半期と推定される。

第30号土堀（第157図）

J-9グリッドに位置する。平面形は円形で、

径は0.90X0.85m、深さ0.18mである。

遺物は出土しなかった。

第31号土塘（第157• 180図）

J -9 • 10グリッドに位置する。第16号住居

跡との新旧関係は確認できなかった。平面形は楕

円形で、長径0.80m、短径0.65m、深さ0.45m、長

軸方位はN-78° -Wである。

土師器の甑（10)が1点出土している。

第32号土塀（第157図）

K-10グリッドに位置する。第12号掘立柱建
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S K13・14 
1 灰黒褐色土黄褐色士プロック微菰 しまり強

2 灰黒褐色土黄褐色土粒やや多 しまり強

3 暗黄褐色土黄褐色土主体層

、:.'!, 4 暗黒褐色土黄褐色土粒微堡均質
しまり ・粘性強

5 暗黄褐色土 黄褐色士プロック主体陪

S K16 
1 明黒褐色 地山黄褐色士を屈状に含む

しまりやや強
2 灰黒褐色 地山黄褐色土粒少 しまりやや強

3 灰褐色土 地山灰褐色土プロック主体屑
しまり強

S K18・19 
1 暗黒褐色土 黄褐色土プロック微羹 しまり強

2 暗褐色土 黄褐色土粒多
3 暗褐色士 黄褐色土プロック若干 しまり強

4 暗褐色土 黄褐色土粒 ・黄褐色土プロック多
しまり強

5 明黒褐色土 黄褐色ロームプロック微量

しまり強
6 暗黒褐色土黄褐色土粒微絋 しまり強

7 暗褐色士 黄褐色土粒多 しまり強
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S K28 
1 黒褐色土黒色土主体黄褐色土プロック

斑文状に少

2 黄褐色士 黄褐色土プロック主体層
黒色士若千

S K29 
1 黒褐色土 黄褐色土粒少
2 黒褐色土 黄褐色土プロック斑文状に少

S K30 
1 黒褐色士灰褐色土プロック少

しまりやや強粘性強
2 黄褐色土黄褐色士主体層

S K32 
1 暗褐色土 黄褐色土プロック層状に含む

しまり強
2 暗褐色士黄褐色土粒多 しまり強

S K37 
1 暗褐色土 地山粒 ・炭化物 ・焼土粒少

しまり強粘性弱

2 褐色土 地山粒少 しまり強粘性弱

゜
2m 

1 :60 

第157図土堀（2)
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物跡P10に切られていると判断した。平面形は

円形で、径は1.00X0.95m、深さ0.25mである。

遺物は出土しなかった。

第34号土墟（第157• 180図）

K-11グリッドに位置する。第15号溝跡・ 2

甚のピットとの新旧関係は確認できなかった。平

面形は楕円形で、長径0.80m、短径0.65m、深さ

0.20m、長軸方位はN-41° -Eである。

土師器の杯 (11)が1点出土している。土壊の

時期は、 6世紀第2四半期と推定される。

第35号土堀（第157図）

J-10グリッドに位置する。平面形は円形に近

い楕円形で、長径0.75m、短径0.60m、深さ0.16

m、長軸方位はN-70° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第36号土堀（第158図）

K • L-10グリッドに位置する。5基のピット

と重複しているが、土層の断面実測を行った箇所

では、 1基を切り、 1基に切られている状況であ

った。他の3基との新旧関係は確認できなかった。

平面形は隅丸長方形に近い楕円形で、長径2.20m、

短径1.32m、深さ0.25m、長軸方位はN-35° ―

Wである。中央部に0.83X0.55m程の窪みをもつ。

遺物は出土しなかった。

第37号土城（第157図）

L-10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径0.80m、短径0.55m、深さ0.14m、長軸方位

はN-3° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第38号土壊（第158図）

I-10グリッドに位置する。第8号掘立柱建物

跡P2と3基のピットとの新旧関係は確認できな

かった。平面形は楕円形で、長径1.50m、短径1.10

m、深さ0.20m、長軸方位はN-14° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第39号土堀（第158• 180図）

I-9グリッドに位置する。第11号溝跡との新

旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.50m、短径1.20m、深さ0.15m、長軸方位

はN-64° -Eである。

土師器の鉢 (12)が1点出土した。

第40号土墟（第158図）

K-10グリッドに位置する。第7号溝跡との新

旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形と推

定される。東西規模は0.75mであるが、南北規模

は0.55mまでの確認で、深さ0.20m、長軸方位は

N-30° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第41号土堀（第159• 180図）

A-22グリッドに位置する。第51号掘立柱建

物跡・第318号土壊•第30号溝跡・ 3 基のピット

と重複するが、新旧関係は確認できなかった。平

面形は不整形で、長径3.28m、短径1.63m、深さ

0.26m、長軸方位はN-7° -Wである。

土師器の坪 (13~17) 5点・甕（19• 20) 2 

点須恵器（18) 1点が出土した。土壊の時期は、

7世紀第3四半期と推定される。

第42号土壊（第159図）

A-21 • 22グリッドに位置する。第29号溝跡

を切っている。平面形は長楕円形で、長径3.55m、

短径1.41m、深さ1.28m、長軸方位はN-65° ―

Wである。

遺物は出土しなかった。

第43号土堀（第158図）

I-8・9グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.20m、短径0.85m、深さ0.28m、長

軸方位はN-82° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第51号土堀（第158図）

J -11グリッドに位置する。第14• 15号溝跡

との新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円

形で、長径1.62m、短径［1.20]m、深さ0.32m、長

軸方位はN-45° -Eである。

遺物は出土しなかった。
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S K36 
1 暗褐色土 黄褐色士プロック微屈
2 黄褐色士 黄掲色士プロック (~4.0cm)主体

黒色土混入

S K52・53・54 
1 暗褐色土 黄褐色土ブロック少
2 黒褐色上 貨褐色土プロック微絃

3 灰黒褐色土黄褐色土プロック少 しまりやや弱
4 灰黒褐色土 黄褐色土プロック・黒色士を斑文状に少

しまりやや弱
5 黒褐色土 黄褐色土ブロック若干粘性強
6 黒褐色上 灰色土プロック若干粘性強

S K55 
1 黒褐色士 黄褐色士プロック少
2 黄褐色士 黒色土若干

S K59 
1 黒褐色土 焼土プロック微位

地山プロック(~I.0cm)少 しまり強
2 灰黄褐色土地山プロック斑文状に少 しまり強
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1 黒褐色土 地山粒・炭化物微伍 しまり強粘性やや弱

2 黒褐色士 地山粒 ・炭化物 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)少

しまり強粘性やや弱
3 暗黄褐色土 地山粒・炭化物・地山ブロック (05~I. 0cm)多

しまり強粘性やや弱
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5 黄褐色上 地山プロック恩に炭化物微拭 しまり強粘性やや強

S K42 
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3 灰褐色土 地山プロック (5.0~6. 0cm)・粘土プロック極多 しまり強粘性強
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S K102 

1 褐色土
2 褐色土
3 褐色土
4 褐色土

S K103 

1 褐灰色士

2 褐灰色土

S K104 

1 褐灰色士
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二

黄褐色粘土粒(0.2~0. 5cm)多褐色粘土粒(0.5cm)少 ピット

褐色地山粒(0.2~0. 4cm)多
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黄褐色粘士プロック(1.0cm)・炭化物・白色粒少

2m  
』

I : 60 

第159図上壊（4)
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第52号土堀（第158図）

k-9グリッドに位置する。土層の断面実測を

行った箇所では、ピットと第14号掘立柱建物跡p

4を切っている。平面形は楕円形で、長径(2.00)

m、短径1.30m、深さ0.30m、長軸方位はN-0°

である。

遺物は出土しなかった。

第53号土堀（第158図）

J. K-9グリッドに位置する。第14号掘立柱

建物跡P3と1碁のピットを切り、第54号土壊に

切られている。平面形は楕円形で、長径2.12m、

短径1.26m、深さ0.36m、長軸方位はN-8° — 

Eである。

遺物は出土しなかった。

第54号土壊（第158図）

J・K-9グリッドに位置する。第14号掘立柱

建物跡・第53号土壊を切っている。平面形はや

や歪んだ長楕円形で、長径2.55m、短径1.53m、

深さ0.15m、長軸方位はN-9° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第55号土塘（第158図）

J -8. 9グリッドに位置する。平面形はやや

歪んだ楕円形で、長径1.10m、短径0.95m、深さ

0.18m、長軸方位はN-5° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第56号土堀（第158図）

J -8グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径0.85m、短径0.70m、深さ0.16m、長軸方位

はN-40° _Eである。

遺物は出土しなかった。

第57号土城（第158図）

J -8グリッドに位置する。西端部は調査区外

に続くが、平面形は楕円形と考えられる。南北規

模は1.05mであるが、東西規模は2.24mまでの確

認で、深さ0.25m、長軸方位はN-51° -Wであ

る。

遺物は出土しなかった。

第59号土城（第158図）

L-9 • 10グリッドに位置する。第15号溝跡

に切られているが、第351号土堀とピットとの新

旧関係は確認できなかった。平面形はやや歪んだ

長楕円形で、長径2.70m、短径1.45m、深さ0.20

m、長軸方位はN-38° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第60号土堀（第158• 181図）

J-8グリッドに位置する。第4号井戸跡とピ

ットとの新旧関係は確認できなかった。平面形は

楕円形で、長径1.70m、短径1.45m、深さ0.15m、

長軸方位はN-49° -Eである。

須恵器の杯 (30)が1点出土した。土堀の時期

は、 6世紀第2四半期と推定される。

第62号土塀（第160図）

K-8・9グリッドに位置する。第64号土壊と

ピットとの新旧関係は確認できなかった。平面形

はやや歪んだ楕円形で、長径1.30m、短径1.02m、

深さ0.18m、長軸方位はN-89° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第63号土堀（第160図）

K-8・9グリッドに位置する。第14号掘立柱

建物跡Plと第64号土壊に切られていると判断

した。平面形は楕円形で、長径1.72m、短径1.16

m、深さ0.30m、長軸方位はN-44° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第64号土壊（第160図）

K-8グリッドに位置する。第63号土壊を切っ

ていると判断したが、第62号土堀との新旧関係は

確認できなかった。平面形は楕円形で、長径2.10

m、短径0.85m、深さ0.15m、長軸方位はN-15°

-Eである。

遺物は出土しなかった。

第65号土堀（第160図）

K-8グリッドに位置する。第16号掘立柱建物

跡と 2基のピットとの新旧関係は確認できなかっ

た。平面形は隅丸長方形で、長軸1.90m、短軸1.52
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m、深さ0.20m、長軸方位はN-77° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第66号土猥（第160図）

k-9グリッドに位置する。第16号掘立柱建物

跡と、ピット 1基との新旧関係は確認できなかっ

た。平面形は隅丸長方形で、長径1.60m、短径1.25

m、深さ0.18m、長軸方位はN-9° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第68号土堀（第160• 180図）

k-8グリッドに位置する。第348号土壊を切

っている。最終的に3基と判断したが当初、単独

の土壊として調査したため、遺物の帰属が特定で

きなくなる結果となってしまった。平面形は楕円

形で、長径1.94m、短径1.54m、深さ0.50m、長

軸方位はN-0゚ である。

第68• 69号土壊として取り上げた遺物は、合わ

せて9点（21~29)であるが、第348号土壊に帰

属する可能性もある。土堀の時期は、 7世紀第III

四半期と推定される。

第69号土堀（第160• 180図）

k-8グリッドに位置する。第348号土堀を切

っている。最終的に3基と判断したが、当初単独

の土壊として調査したため、遺物の帰属が特定で

きない結果となってしまった。平面形は長楕円形

で、長径0.90m、短径0.55m、深さ0.38m、長軸

方位はN-15° -Eである。

第68• 69号土壊として取り上げた遺物は、合わ

せて9点 (21~29)であるが、第348号土壊に帰

属する可能性もある。土城の時期は、 7世紀第III

四半期と推定される。

第70号土堀（第160図）

k-9グリッドに位置する。平面形は歪んだ長

楕円形で、長径2.15m、短径0.80m、深さ0.25m、

長軸方位はN-71° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第71号土堀（第160図）

k-9グリッドに位置する。第15号掘立柱建物

跡P2を切り、第6号住居跡に切られている。第

13号掘立柱建物跡と 2基のピットとの新旧関係

は確認できなかった。平面形は楕円形で、長径

1.65m、短径1.50m、深さ0.23m、長軸方位はN

-74° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第72号土塀（第161• 181図）

L-9グリッドに位置する。第351号土壊を切

っているが、その他の遺構との新旧関係は確認で

きなかった。平面形は楕円形で、長径1.28m、短

径0.94m、深さ0.28m、長軸方位はN-45° -W 

である。

土師器（31• 32)と須恵器（33• 34)が2点ず

つ出土している。土壊の時期は、 6世紀第1四半

期と推定される。

第73号土堀（第161図）

k-9グリッドに位置する。第6号住居跡・第

79号土壊との新旧関係は確認できなかった。平面

形は楕円形で、長径1.58m、短径1.20m、深さ

0.16m、長軸方位はN-15° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第74号土堀（第161図）

K - 9 グリッドに位置する 。 第75号土堀•第

14号掘立柱建物跡およびピット 1基との新旧関

係は確認できなかった。平面形はやや歪んだ楕円

形で、長径2.32m、短径1.50m、深さ0.38m、長

軸方位はN-42° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第75号土堀（第161図）

k-9グリッドに位置する。第74号土壊の中に

すっぽりと納まる形で検出されたが、新旧関係は

確認できなかった。平面形は楕円形で、長径0.60

m、短径0.50m、深さ0.25m、長軸方位はN-64°

-Eである。

遺物は出土しなかった。

第76号土猥（第160図）

K-8グリッドに位置する。重複する 3基のピ
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第160図土壊（5)

A' 

SJ6 

S K63 

1 暗褐色土

2 暗褐色士

A' 3 黄褐色土

撹乱

A' 

A 12.4m S815 A' 
P2 

冒
黄褐色土プロック(~I.0cm)少 士器片を含む

しまり強
黄掲色土プロック(~I.0cm)多 土器片を含む

しまり強
黄褐色土プロック主体陪 暗褐色土若干
しまり強

S K65 

1 明黒褐色土黄褐色土粒(~I.0cm)少 しまり強

2 明黒褐色土黄褐色士粒(~3.0cm)少 しまり強

3 灰褐色士 地山灰褐色士プロック主体屈

S K68 • 69・348 

A' 1 黒褐色土 炭化物粒多黄褐色土ブロック少
炭化木片を含む

2 灰黒褐色士炭化物粒微址地山粒多

3 黄掲色土 地山プロック主体層
4 暗褐色土 黄褐色土粒(~0.5cm)・黄褐色土ブロック少

5 黄褐色土 地山粒主体層
6 黒褐色士 黄褐色士プロック (~3.0cm)・黄褐色士粒

斑文状に少

7 黒褐色土 黄褐色土プロック・黄褐色土粒微茄

8 暗褐色士 黄褐色士微此均質
9 黄褐色士 黄褐色土プロック主体庖 しまり強

S K71 
1 黒褐色土 地山黄掲色土ブロック(~I.0cm)少

士器片を含む しまり強

2 黒褐色士 地山灰掲色士プロック (~3.0cm)少 しまり強

S K81 
1 暗褐色土 地山粒 ・焼土ブロック (0.5cm)微墓 ピット

2 暗褐色土 焼土ブロック ・カーボン少

3 暗褐色土 焼士ブロック ・地山プロック(I~2cm)少

4 暗黄褐色士 焼士プロック ・地山プロック(I~2cm)多

゜
2m 

＇ I :60 
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SK73・74 

1 暗褐色士 地山粒少 しまり強粘性弱
2 暗掲色士 地山粒・地山プロック (2.0~3. 0cm)多
3 灰褐色土 地山粒少 しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山プロック(1.0~3.0cm)多 しまり強粘性弱
5 暗褐色土 地山プロック(1.0~2.0cm)やや多 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山プロック(1.0~2.0cm)極多 しまり強粘性弱
7 暗褐色士 地山粒少 しまり強粘性弱

S K82 

1 黒褐色土 炭化物プロック・地山プロック (0.5~1. 0cm)少
2 黒褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm)やや多
3 淡赤褐色土焼士粒やや多灰若千骨片微砧
4 黒灰色士 灰庖中に炭化物 ・焼士粒若干 粘性強
5 暗褐色士 カーボン少地山プロック (0.5~1cm)微杖
6 暗褐色士 カーボン・地山プロック (0.5~1cm)少

S K72 

1 黒褐色土炭化物粒微最黄褐色土粒少遺物多
2 黒褐色士 1厨よりも黒味強黄褐色土粒微伍 しまり ・粘性強

S K85 

1 黒褐色土地山ブロック(1.0cm)・焼土プロック (0.5cm)少 炭化物微品
しまり強粘性弱

2 黒褐色土地山プロック(1.0cm)少焼土プロック (0.5~1. 0cm)若干
炭化物微位 しまり強粘性弱

3 黒褐色土地山粒 ・焼土粒少 しまり強粘性弱
4 暗褐色士地山粒少 しまり強粘性弱
5 黒褐色士地山粒 ・地山プロック (0.5~l. 0cm)少 しまり強粘性弱

S K87 

I 耕作土
1 暗褐色土 焼土プロック (0.5~I. 0cm)・地山プロック (0.5cm)微絋
2 黒褐色士焼士プロック (0.5~l. 0cm)少炭化物やや多
3 黒褐色士焼士プロック(1.0~2.0cm)やや多炭化物・灰多
4 暗褐色土焼土プロック (0.5~l. 0cm)少炭化物やや多
5 赤褐色土焼土プロック(1.0~2. 0cm)極多炭化物少
6 黄褐色土 地山プロック屑
7 暗褐色土 地山プロック(1.0~2. 0cm)多
8 暗褐色土 地山プロック(1.0~2. 0cm)少 0 2m  

1 :60 

第161図土壊（6)
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ットとの新旧関係は確認できなかった。平面形は

楕円形で、長径2.40m、短径1.63m、深さ0.18m、

長軸方位はN-39° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第79号土堀（第161• 181図）

k-9グリッドに位置する。第73号土壊との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径0.78m、短径0.50m、深さ0.15m、長軸方位

はN-38° -Wである。

土師器の甕（35)が1点出土している。

第80号土堀（第160図）

J-9グリッドに位置する。重複する第16号住

居跡と 2基のピットとの新旧関係は確認できなか

った。平面形は隅丸長方形で、長軸0.95m、短軸

0.60m、深さ0.18m、長軸方位はN-44° -Wで

ある。

遺物は出土しなかった。

第81号土城（第160• 181図）

K・L-8グリッドに位置する。重複するピッ

トを切っているが、第9号掘立柱建物跡との新旧

関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、長

径1.70m、短径1.10m、深さ0.23m、長軸方位は

N-32° -Wである。

土師器（36~38) 3点が出土した。土壊の時

期は、 8世紀第1四半期と推定される。

第82号土塘（第161• 181図）

J・K-8グリッドに位置する。変則的な平面

形態ではあるが、概ね隅丸方形といえる。長径

2.02m、短径1.62m、最大幅は1.98m、深さ0.42

m、長軸方位はN-54° -Wである。

土師器（39~41)3点須恵器 (42)1点が出

土した。土堀の時期は、 7世紀第3四半期と推定

される。

第83号土堀（第162• 181図）

k-9グリッドに位置する。甫複する 2基のピ

ットの内、北側のピットを切っているが、南側の

ピットとの新旧関係は確認できなかった。平面形

は楕円形で、長径0.90m、短径0.65m、深さ0.18

m、長軸方位はN-86° -Wである。

土師器の甕（43• 44)が2点出土した。土壊の

時期は、 6世紀第4四半期と推定される。

第84号土城（第162図）

L-9グリッドに位置する。第94号土堀を切り、

1基のピットに切られている。平面形は楕円形で、

長径1.18m、短径1.08m、深さ0.07m、長軸方位

はN-9° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第85号土堀（第161• 181図）

L-9グリッドに位置する。南側は調壺区外に

続く 。第87号土壊と 1珪のピットを切っている。

その他の重複遺構との新旧関係は確認できなかっ

た。平面形は不明、東西規模は5.89m、短径[2.28]

m、深さ0.34m、長軸方位はN-60° -Eである。

土師器（45~47)3点・須恵器（48• 49) 2点・

鉄製品 (50• 51) 2点が出土した。土壊の時期は、

7世紀第2四半期と推定される。

第87号土堀（第161• 182図）

L-9グリッドに位置する。南側は調査区外に

続く 。第85号土壊に切られ、他の重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。平面形は不明。東西

規模は1.45m、短径[0.47]m、深さ0.56mである。

土師器（52• 53) 2点鉄製品 (54) 1点が出

土した。

第88号土堀（第162• 182図）

k-11グリッドに位置する。南側は調在区外に

続く 。平面形は円形または楕円形と推定される。

東西規模は2.03m、短径［0.97]m、深さ0.19mで

ある。

土師器（55~57)3点と石製品 (58)1点が出

土した。土壊の時期は、 6世紀第4四半期と推定

される。

第90号土堀（第162• 182図）

k-10グリッドに位置する。平面形は円形で、

径は0.59X0.57m、深さ0.82mである。
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S K83 
1 暗褐色士 地山粒 ・炭化物微試 しまり強粘性弱

2 暗褐色土 地山粒・炭化物やや多 しまり強粘性弱

S K84 
1 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)少炭化物微董

しまり強粘性弱
2 暗黄褐色土地山粒・地山プロック(1.0~2. 0cm)極多炭化物微最

しまり強粘性弱

S KBB 

1 黒褐色土 焼土粒・炭化物少 しまり強粘性弱

2 暗黄褐色土焼土粒・地山プロック (0.5~1. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

3 黒褐色土 焼士粒・地山プロック (0.5cm)少 しまり強粘性弱

4 暗褐色士 地山プロック (0.5~1. 0cm)少 しまり強粘性弱

S K91 
1 暗褐色土 地山ブロック (0.5~I. 0cm)・地山粒 ・焼士粒少

しまりやや強粘性弱
2 暗赤褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)やや多地山粒・焼土粒少

焼士プロック多 しまりやや強粘性弱

3 黒褐色士 地山粒・地山プロック (0.5cm)少 しまり強粘性弱

4 暗灰褐色士灰層中に炭化物若干 しまりやや強粘性やや弱

5 黒褐色土 地山粒少 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山粒・地山プロック (0.5~I. 0cm)少 しまり強粘性弱

S K92 
1 黒色士 地山粒 ・炭化物少 しまり強粘性やや弱

2 黒色士 地山粒 ・炭化物やや多 しまり強粘性やや弱

3 暗褐色土 地山粒やや多 しまり強粘性やや弱

4 暗黄褐色土地山粒多 しまり強粘性やや弱

5 暗褐色土 地山粒 ・炭化物プロック (0.5cm)少 しまり強粘性やや弱

S K93 
［ 耕作土

1 黒色土
2 黒色土

3 黒色土

地山ブロック (0.5~I. 0cm)・炭化物少 しまり強粘性やや弱
地山ブロック (0.5cm)・焼土プロック (0.5cm)少

しまり強粘性やや弱
地山ブロック(1.0~2.0cm)やや多 しまり強粘性やや弱

S K94 
1 黒褐色士 地山粒 ・炭化物微址 しまり強粘性弱

2 暗褐色土 地山粒多地山プロック(1.0~2. 0cm)少 しまり強粘性弱

3 暗黄褐色土地山粒・地山ブロック(1.0~2. 0cm)多 しまり強粘性弱

4 暗黄褐色土地山粒・地山プロック (2.0~3. 0cm)極多 しまり強粘性弱

S K97 
1 暗褐色士 地山粒少地山ブロック (0.5~1. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

S_K98 
1 黒褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm)・焼土プロック (0.5cm)少

しまり強粘性弱
2 黒褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm)・焼士プロック (0.5~1. 0cm)若千

しまり強粘性弱

第162図土堀（7)
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土師器の甕（59~61)3点が出土した。土堀の

時期は、 8世紀第1四半期と推定される。

第91号土堀（第162• 182図）

L-8グリッドに位置する。甫複する 1基のピ

ットに切られ、第9号掘立柱建物跡との新旧関係

は確認できなかった。平面形は隅丸長方形で、長

軸3.95m、短軸1.05m、深さ0.31m、長軸方位は

N-60° -Wである。

土師器の杯 (62)が1点出土した。土壊の時期

は、 6世紀第2四半期と推定される。

第92号土堀（第162図）

L-8グリッドに位置する。第8号住居跡を切

っている。平面形は楕円形で、長径2.20m、短径

1.83m、深さ0.38m、長軸方位はN-20° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第93号土堀（第162• 182図）

L-8グリッドに位置する。第7号住居跡を切

り、第7号溝跡に切られている。平面形は楕円形

で、長径1.65m、短径1.20m、深さ0.48m、長軸

方位はN-6° -Wである。

土師器の坪（63)・甕（64~67)合わせて5点

が出土した。7世紀第4四半期と推定される。

第94号土壊（第162• 182図）

L-8・9グリッドに位置する。第84号土壊に

切られている。平面形は楕円形で、長径1.58m、

短径1.28m、深さ0.53m、長軸方位はN-72° ―
Wである。

土師器の壺（68) 1点が出土した。

第95号土堀（第163図）

L-8グリッドに位置する。第106• 107号溝

跡・第280号土堀•第 9 号掘立柱建物跡pgと重

複しているが、新旧関係は確認できなかった。平

面形は楕円形で、長径2.05m、短径1.50m、深さ

0.28m、長軸方位はN-25° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第96号土堀（第163• 182図）

L-9グリッドに位置する。南側は調査区外に

続く 。第8号住居跡を切り、土層断面A-A'上

のピットに切られている。平面形は不明である。

東西規模は[2.03]m、南北規模は2.03mまでの確

認で、深さは0.30mである。

土師器の甕（69) と鉄製品（70)が1点ずつ出

土している。

第97号土塀（第162図）

L-8グリッドに位置する。第18号住居跡を切

っている。平面形は円形で、径は0.55X0.55m、

深さは0.55mである。

遺物は出土しなかった。

第98号土壕（第162図）

L-8グリッドに位置する。他遺構との新旧関

係は確認できなかった。平面形は長楕円形で、長

径(1.20)m、短径 (0.85)m、深さ0.15m、長軸

方位はN-60° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第99号土堀（第163• 182図）

L-8グリッドに位置する。第143号溝跡と、

ピットとの新旧関係は確認できなかった。平面形

はやや歪んだ楕円形で、長径0.96m、短径0.70m、

深さ0.25m、長軸方位はN-57° -Wである。

図化できたのは須恵器の杯 (71)が1点 (9世

紀第3四半期）である。この他に図化には至らな

かったが、瀬戸・美濃系の陶器皿（17Cか）の小

破片が出土している。

第100号土堀（第163• 183図）

L-8グリッドに位置する。第7• 15号住居跡

を切り、第7号溝跡に切られている。平面形は楕

円形で、長径1.52m、短径1.15m、深さ0.32m、長

軸方位はN-68° -Eである。

土師器の杯 (72)・甕（73• 74)、貝巣穴痕泥岩

(75) など合わせて 4点が出土した。7世紀第

3四半期と推定される。

第101号土塀（第159• 183図）

B-20グリッドに位置する。第102号土壊を切
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り、第54号掘立柱建物跡に切られている。その他

の順複遺構との新旧関係は確認できなかった。平

面形は円形で、径は1.76X1.70m、深さ0.63mで

ある。

図化できたのは、陶磁器（76~78) 3点 ．砥

石 (79) 1点の計4点である。この他に図化には

至らなかったが、瀬戸・美濃系の陶器皿（17Cか）

の小破片が出土している。

第102号土堀（第159• 183図）

B-20グリッドに位置する。第101号土壊•第

54号掘立柱建物跡に切られているが、その他の重

複遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形

は隅丸長方形で、長軸2.65m、短軸1.36m、深さ

0.35m、長軸方位はN-8° -Eである。

図化できたのは陶器(80~83)4点・砥石(84• 

85) 2点の計6点である。この他に、図化には至

らなかったが、信楽系と推定される陶器揺鉢と肥

前系の磁器碗（ともに18C代）の小破片が出土し

た。

第103号土堀（第159図）

B-20グリッドに位置する。第2号周溝状遺

構・第37号溝跡を切っている。平面形は隅丸長

方形で、長軸1.62m、短軸l.OOm、深さ0.30m、長

軸方位はN-27° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第104号土堀（第159図）

C-19グリッドに位置する。第40号溝跡を切

っている。平面形は長楕円形で、長径2.93m、短

径1.35m、深さ0.22m、長軸方位はN-24° -E 

である。

遺物は出土しなかった。

第105号土堀（第164図）

B-19グリッドに位置する。1基のピットを切

っているが、第74号掘立柱建物跡pg.第75号

掘立柱建物跡Pl、および他の重複しているピッ

トとの新旧関係は確認できなかった。平面形は不

整形と推定される。長径(2.15)m、短径［1.20]m、

深さ0.20m、長軸方位はN-27° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第106号土堀（第164• 183図）

C-19グリッドに位置する。1甚のピットを切

り、第45号溝跡に切られているが、第162号溝跡

との新旧関係は確認できなかった。平面形は長楕

円形で、長径1.40m、短径0.95m、深さ0.55m、長

軸方位はN-34° -Eである。

土師器の甕（86)が1点出土した。土壊の時期

は、 7世紀第4四半期と推定される。

第107号土堀（第164図）

B-19グリッドに位置する。第3号周溝状遺

構•第55号掘立柱建物跡P 8を切っている。第

158号土壊との新旧関係は確認できなかった。平

面形は楕円形と推定される。長径［2.65]m、短径

(1.65) m、深さ0.20m、長軸方位はN-73° -W 

である。

遺物は出土しなかった。

第108号土堀（第164• 183図）

D-21グリッドに位置する。第175号溝跡に切

られる。平面形は長楕円形で、長径3.05m、短径

1.30m、深さ0.50m、長軸方位はN-42° -Eで

ある。

土師器 (87~91)5点貝巣穴痕泥岩 (92)1 

点が出土した。

第109号土堀（第164図）

F-16グリッドに位置する。重複する第56号

溝跡との新旧関係は確認できなかった。平面形は

円形で、径は1.10Xl.05m、深さ0.40mである。

遺物は出土しなかった。

第110号土壕（第164図）

E • F-16グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.10m、短径0.95m、深さ0.38m、長

軸方位はN-15° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第111号土堀（第164• 183図）

C-21グリッドに位置する。平面形は円形で、
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S K96 

1 黒褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)少
しまり強粘性弱

2 暗褐色土 地山粒少灰多
しまり強粘性弱

3 暗黄褐色土地山粒少地山プロック (0.5~2. 0cm)多

しまり強粘性弱

D' 
ー・

S K100 

1 黒褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm) 
・焼土プロック(1.0cm)少 3 

炭化物微枇 しまり強粘性弱
2 黒褐色士 地山プロック (0.5~1. 0cm)少

焼土プロック(1.0cm)やや多 S K235 • 236 
灰若干 しまり強粘性弱 1 暗褐色士

3 暗黄褐色土 地山プロック (2.0~3. 0cm)極多
しまり強粘性弱

S K99 
1 黒褐色土 炭化物微呈 しまり強粘性弱 S K201 

2 暗褐色土 地山粒・地山プロック (0.5~i.-Ocm)多 1 黒褐色士

しまり強粘性弱
3 暗競褐色土 地山粒・地山プロック(l.0~2. 0cm)極多 2 暗褐色土

しまり強粘性弱

地山プロック(1.0~2. Dem) 
・焼土粒少 しまり強粘性弱
地山プロック (2.0~3. Dem)多
しまり強粘性弱

S K217 

1 暗褐色土 焼土プロック (0.5cm)・地山粒少

しまり強粘性弱
2 暗褐色士 地山プロック (0.5~1. 0cm)若干

地山粒少 しまり強粘性弱
暗黄褐色土地山プロック(1.0~3. 0cm)多

地山粒少 しまり強粘性弱

地山粒 ・地山プロック (0.5~1. 0cm)少
しまり強粘性弱

2 暗褐色土 地山粒・地山プロック(1.0~2.0cm)少
しまり強粘性弱

3 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5~1. 0cm) 

・焼土プロック (0.5~1. 0cm)やや多
しまり強粘性弱

4 暗黄褐色士 地山粒 ・地山プロック(1.0~2.0cm) 
やや多 しまり強粘性弱

第163図土城（8)

-165-



S K105 
＼ 

一
l
 
ヽ

／

ー

I
A
l
- ＼

□：
ー
ー
＼
ー
5

I

撹

竺 Om ~.' 

筐
S K108・323 

A 

S K106 

□三□□
SD175 

A ll8m 

SK108 

SD175 

S K107・158 

／ 
A
-
，
 

SD45 

竺 lm A' 

A' 

A' 

．史8m SK108 
3 撹乱

国 Sm SK323 _£' 

量

―

-／
 

／

ー

／

ー

！

ー

！
！

/

1
 

l

/

、
~

I

I

I

¥

 

l

|

1

ー

1
/

ー

ー

ー

ー

＼

ー

I
 

3
 
R
 
s
 

A 

竺•Im

臼

SK107 

SK158 

。B' 

i 
SD175 

A' 

旦glm
SK158 
B

-

`

 

S K109 

A

l

 

／
／
八
―

SD56 

A12 0m □ 9 

S K110・143 
ヽ撹

〉ヘ

A
 

A 12.om 
SKl 10 

二 A'

A' 

s k111 

ロ ＼

口 ロ
゜

2m 

＇ I : 60 

S K105 
1 灰褐色士褐色粘土粒(2.0cm)少 黒色土プロック(!.0~2. 0cm)やや多

S K106 
1 褐色土
2 褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色士

炭化物(0.5~1. 0cm) 焼士粒少
炭化物(1.0cm)少灰を全体に含む
炭化物(0.2cm)・黄褐色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)少
黄灰色粘土プロック(1.0cm)多
黄褐色粘土プロック (0.5~0. 8cm)少

S K107 
1 暗褐色土 黄褐色粘士粒(0.2~I. 0cm)多 ピット
2 暗灰色土褐色粘士粒(0.2~0. 4cm)少 ヒ°ット

第164図

3

4

 

褐色土 褐色粘士粒(0.5~0. 7cm)少
暗褐色士褐色粘士粒(0.2cm)微拭

S K108 
1 黒褐色土
2 黒色土
3 黒掲色土
4 黒灰色土
5 黄灰色士

黄褐色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)多炭化物少埋戻し士
炭化物層
黄褐色粘士プロック (0.5~0. 8cm)微品
黄灰色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)多 炭化物少
黒灰色士・炭化物プロック (0.5~0. 8cm)状に少 埋戻し土か

S K143 
1 暗褐色土焚褐色粘土プロック (0.3~0. 5cm)多
2 暗褐色土黄褐色粘士プロック (0.3~0. 5cm)少

土堀（9)
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径は1.02X0.90m、深さ0.55mである。

土師器の杯 (93• 94)が2点出土した。7世紀

第3四半期と推定される。

第112号土堀（第164• 184図）

A-20グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.10m、短径0.65m、深さ0.45m、長軸方位

はN-65° -Eである。

陶器碗（98)が1点出土した。

第113号土堀（第165• 183図）

E-16・17グリッドに位置する。第91号溝跡

と1基のピットを切っている。平面形は楕円形で、

長径1.66m、短径1.60m、深さ0.38m、長軸方位

はN-49° -Wである。

平瓦 (96• 97)が2点出土した。

第114号土塘（第165図）

F-18グリッドに位置する。平面形は楕円形

で、長径1.95m、短径1.60m、深さ0.28m、長軸

方位はN-65° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第115号土塀（第165図）

E-18 • 19グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形で、長軸2.60m、短軸1.55m、深さ0.28m、

長軸方位はN-65°-Wである。

遺物は出土しなかった。

第116号土堀（第165図）

D-21グリッドに位置する。西側は調査区外に

続く 。第175号溝跡に切られている。平面形は楕

円形と推定される。長径1.20m、短径[0.54]m、

深さ0.92m、長軸方位はN-7° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第117号土堀（第165図）

F-19グリッドに位置する。第64号溝跡に切

られている。平面形は楕円形と推定される。長径

(1.75) m、短径(1.37)m、深さ0.24m、長軸方位

はN-30° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第119号土堀（第165図）

C-19グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.17m、短径0.97m、深さ0.50m、長軸方位

はN-17° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第120号土堀（第165図）

F-20グリッドに位置する。第21号溝跡を切

っているが、第71号溝跡との新旧関係は確認でき

なかった。平面形は楕円形で、長径1.55m、短径

1.50m、深さ0.22m、長軸方位はN-61° -Wで

ある。

遺物は出土しなかった。

第121号土塀（第165図）

F-20グリッドに位置する。第71• 73号溝跡

を切っている。平面形は隅丸方形で、規模は1.43

Xl.37m、深さ0.15mである。

遺物は出土しなかった。

第122号土堀（第165• 183 • 184図）

F-18グリッドに位置する。第5号周溝状遺

構を切っている。平面形は楕円形と推定される。

長径(1.57)m、短径(0.73)m、深さ0.13m、長軸

方位はN-43° -Eである。

図化できたのは焙烙（95)、陶器碗 (99)の2点

である。この他に、図化には至らなかったが、肥

前系の磁器碗（18C代）の小破片が出土した。

第125号土壊（第165図）

F-15グリッドに位置する。第74号溝跡を切

っている。平面形は円形で、径は1.22X(1.15) m、

深さ0.22mである。

図化には至らなかったが、青花と思われる磁器

碗の小破片が出土した。

第126号土凛（第166• 184 • 185図）

C • D-16グリッドに位置する。第54号溝跡

との新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円

形で、長径3.40m、短径3.20m、深さ0.60m、長

軸方位はN-3° -Wである。

図化できたのは陶磁器など24点（100~123)

である。なおこれらの他に、図化には至らなかっ
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第165図土堀（10)
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たが、肥前系の磁器碗・皿（17C後半～18C前半）、

瀬戸 ・美濃系の陶器碗・皿（17C前葉～後葉）信

楽系の陶器碗（17C後葉）、堺系の陶器揺鉢 (18C

中～後葉）の小破片が出土した。

第127号土堀（第165図）

D-20グリッドに位置する。第4号性格不明遺

構に切られている。平面形は円形で、径は0.89X

0.82m、深さ1.18mである。

遺物は出土しなかった。

第128号土猥（第166図）

E-19・20グリッドに位置する。平面形は円形

で、径は0.70X0.60m、深さ0.40mである。

遺物は出土しなかった。

第129号土堀（第166図）

D-15グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.15m、短径0.98m、深さ0.30m、長軸方位

はN-24° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第130号土堀（第166図）

D-15 • 16グリッドに位置する。第68号掘立

柱建物跡P12に切られている。平面形は隅丸長

方形で、長軸1.30m、短軸1.00m、深さ0.50m、長

軸方位はN-61° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第132号土堀（第166• 185図）

F-18グリッドに位置する。第5号周溝状遺

構を切っている。平面形は隅丸長方形で、長軸

2.00m、短軸1.50m、深さ0.30mである。長軸方

位はN-71° -Wである。

図化できたのは陶磁器（124~126)3点である。

なお、図化には至らなかったが、肥前系の磁器碗

(18C)、信楽系の陶器碗（17C後半）の小破片が

出土した。

第133号土堀（第166• 185図）

F-17グリッドに位置する。平面形は不整形

で、中央部に窪みをもつ。長径2.27m、短径1.62

m、深さ1.10m、長軸方位はN-19° -Eである。

陶磁器（127~130) 4点と砥石（131• 132) 

2点が出土した。

第134号土城（第166図）

F-18グリッドに位置する。平面形は長楕円形

で、長径［1.60]m、短径0.85m、深さ0.10m、長

軸方位はN-18° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第135号土堀（第167• 185図）

E-15グリッドに位置する。第59号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は円形また

は楕円形と推定される。長径(2.80)m、短径［1.50]

m、深さ0.25m、長軸方位はN-75° -Wである。

図化できたのは、陶器 ・土器など16点 (133~

148)である。その他に、図化には至らなかったが、

肥前系の磁器碗（18C)、瀬戸 ・美濃系の陶器碗．

fill (18C)、信楽系の陶器碗（17C後葉）の小破片

が出土した。

第136号土城（第167図）

E-15グリッドに位置する。 1基のピットを切

っているが、他の重複するピットとの新旧関係は

確認できなかった。平面形は隅丸長方形で、長軸

1.50m、短軸1.05m、深さ0.15m、長軸方位はN

-78° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第137号土堀（第167図）

D-15グリッドに位置する。第89号溝跡を切

っている。平面形は不整形で、長径[0.80]m、短

径0.65m、深さ0.05m、長軸方位はN-55° -W 

である。

図化には至らなかったが、瀬戸・美濃系の陶器

碗．蓋（19C前半か）の小破片が出土した。

第138号土塀（第167図）

E • F-18グリッドに位置する。重複する第56

号溝跡 ・第139号土壊との新旧関係は確認できな

かった。平面形は楕円形で、長径1.10m、短径

(0.80) m、深さ0.30m、長軸方位はN-90° -E 

である。
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第166図土壊（11)
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遺物は出土しなかった。

第139号土壊（第167• 186 • 187図）

F-18グリッドに位置する。平面形は隅丸方形

で、規模は1.60X1.45m、深さ0.25mである。

図化できた遺物は須恵器・陶磁器など33点(149

~181)である。なお、図化には至らなかったが、

肥前系の陶器碗・皿（17C後半～ 18C前半）、瀬

戸・美濃系の陶器皿（17C)の小破片が出土した。

第140号土壊（第167図）

F-18グリッドに位置する。平面形は隅丸方形

で、規模は1.90Xl.65m、深さ0.30mである。

遺物は出土しなかった。

第141号土堀（第167図）

D-17グリッドに位置する。第7号周溝状遺構

との新旧関係は確認できなかった。平面形は円形

または楕円形と推定される。長径1.00m、短径

[0.40] m、深さ0.10m、長軸方位はN-15° -E 

である。

遺物は出土しなかった。

第142号土堀（第167図）

D-17グリッドに位置する。平面形は円形また

は楕円形と推定される。長径[0.80]m、短径［0.50]

m、深さ0.10m、長軸方位はN-33° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第143号土堀（第164図）

E-16グリッドに位置する。第110号土壊に切

られている。平面形は長楕円形で、長径(1.50)m、

短径0.88m、深さ0.20m、長軸方位はN-11° ―
Eである。

遺物は出土しなかった。

第144号土城（第167図）

E-16グリッドに位置する。西側は撹乱で壊さ

れている。平面形は不整な円形・楕円形と推定さ

れる。長径0.70m、短径[0.50]m、深さ0.20m、

長軸方位はN-18° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第145号土堀（第167図）

C-18グリッドに位置する。平面形は長楕円

形で、長径1.65m、短径1.05m、深さ0.15m、長

軸方位はN-66° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第146号土堀（第167図）

C-18・19グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径1.10m、短径0.85m、深さ0.10m、長

軸方位はN-34° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第147号土堀（第168• 187図）

D-15グリッドに位置する。平面形は円形で、

径は0.75X0.75m、深さ0.80mである。

砥石（182) 1点が出土した。

第148号土塘（第167• 187図）

D-15グリッドに位置する。第59号土壊との

新旧関係は不明である。平面形は隅丸方形で、規

模は1.55X1.45m、深さ0.15mである。

図化できた遺物は、土師器の甕（184)、古銭（183)

である。なお、図化には至らなかったが、瀬戸・

美濃系の陶器香炉（17C)・碗（18C)の小破片が

出土した。

第149号土堀（第168図）

D • E-14グリッドに位置する。平面形は長楕

円形で、長径1.50m、短径1.05m、深さ0.35m、長

軸方位はN-31° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第150号土塘（第168図）

E-17グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.25m、短径1.10m、深さ0.50m、長軸方位

はN-90° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第151号土堀（第168• 187図）

E-17グリッドに位置する。重複する遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.30m、短径0.95m、深さ0.55m、長軸方位

はN-13° -Wである。

陶器皿（185)が1点出土した。
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第152号土堀（第168図）

E-17グリッドに位置する。第76号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.10m、短径1.05m、深さ0.55m、長軸方位

はN-18° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第153号土堀（第168図）

E-17グリッドに位置する。第76号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.10m、短径0.95m、深さ0.35m、長軸方位

はN-26° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第154号土堀（第168図）

E-16グリッドに位置する。第74号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.05m、短径0.85m、深さ0.45m、長軸方位

はN-73° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第155号土塀（第168図）

D-17グリッドに位置する。第69号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は円形また

は楕円形と推定される。長径［1.05]m、短径1.23

m、深さ0.40m、長軸方位はN-50° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第156号土堀（第168図）

F-15グリッドに位置する。重複する遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は隅丸長方

形と推定される。長軸［1.15]m、短軸0.90m、深

さ0.10m、長軸方位はN-36° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第157号土堀（第168図）

E-18グリッドに位置する。第19号井戸跡に

切られているが、第41号溝跡との新旧関係は確認

できなかった。平面形は隅丸長方形と推定される。

長軸［1.75]m、短軸[0.45]m、深さ0.30m、長軸

方位はN-52° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第158号土堀（第164図）

B-19・20、C-20グリッドに位置する。重複

する遺構との新旧関係は確認できなかった。平面

形は長方形と推定される。長軸[2.90]m、短軸

1.65m、深さ0.35m、長軸方位はN-17° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第159号土猥（第167図）

D-15グリッドに位置する。第137• 148号土

堀との新旧関係は確認できなかった。平面形は不

明である。長径1.15m、短径[0.30]m、深さ0.10

mである。

遺物は出土しなかった。

第160号土堀（第168図）

C-18グリッドに位置する。重複する遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は隅丸長方

形で、長軸2.95m、短軸2.15m、深さ0.30m、長

軸方位はN-52° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第161号土壊（第168図）

D-16、E-15• 16グリッドに位置する。第324

号土壊との新旧関係は確認できなかった。平面形

は楕円形と推定される。長径1.95m、短径[0.20]

m、深さ0.20m、長軸方位はN-53° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第162号土堀（第169図）

D-20グリッドに位置する。重複する遺構との

新旧関係は確認できなかった。平面形は不明であ

る。長径1.65m、短径［1.05]m、深さ0.15mであ

る。

遺物は出土しなかった。

第181号土堀（第168図）

J-14グリッドに位置する。南側は調査区外に

続く 。平面形は楕円形と推定される。長径1.45m、

短径[0.65]m、深さ0.04m、長軸方位はN-60°

-Eである。

遺物は出土しなかった。
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第201号土堀（第163図）

K-8グリッドに位置する。第214号土壊と 1

基のピットとの新旧関係は確認できなかった。平

面形は楕円形で、長径1.40m、短径1.02m、深さ

0.21m、長軸方位はN-34° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第202号土塀（第170図）

L-7グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径0.70m、短径0.55m、深さ0.35m、長軸方位

はN-78° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第203号土壕（第170図）

L-7グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.05m、短径0.65m、深さ0.35m、長軸方位

はN-76° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第204号土堀（第170図）

M-8グリッドに位置する。西側は、土層断面

A-A'上のピットに切られているが、それ以外

の遺構との新旧関係は確認できなかった。平面形

は不明である。南北規模は2.52mである。

遺物は出土しなかった。

第206号土塙（第170図）

L-8グリッドに位置する。第7号住居跡を切

っているが、第7号溝跡には切られていると判断

した。第103号溝跡との新旧関係は確認できなか

った。平面形は隅丸方形で、長径1.15m、短径

1.05m、深さ0.35mである。

遺物は出土しなかった。

第207号土堀（第170図）

M-8グリッドに位置する。1碁のピットに切

られている。第7号溝跡との新旧関係は確認でき

なかった。平面形は楕円形で、長径1.50m、短径

1.05m、深さ0.15m、長軸方位はN-23° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第209号土堀（第170図）

L・M-8・9グリッドに位置する。第8号住

居跡と 2碁のピットとの新旧関係は確認できなか

った。平面形は隅丸方形に近いが、やや変則的で

あることから、複数の遺構の可能性がある。長径

1.21m、短径1.10m、深さ0.20m、長軸方位はN

-22° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第210号土堀（第170• 187図）

M-8グリッドに位置する。南側は調査区外に

続く 。第3号方形周溝墓を切っている。第8号住

居跡との新旧関係は確認できなかった。規模は南

北1.75m、東西0.50m、深さ0.42mである。

土師器の甕（186)が1点出土した。

第211号土堀（第163図）

K-7・8グリッドに位置する。第212• 216 

号土壊やピットとの新旧関係は確認できなかった。

平面形は楕円形で、長径1.45m、短径1.23m、深

さ0.53m、長軸方位はN-11° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第212号土堀（第163図）

K-8グリッドに位置する。第211• 213号土堀

やピットとの新旧関係は確認できなかった。平面

形は楕円形で、長径1.04m、短径0.75m、深さ

0.38m、長軸方位はN-80° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第213号土塀（第163図）

K-8グリッドに位置する。第212• 214号土壊

やピットとの新旧関係は確認できなかった。平面

形は楕円形で、長径1.10m、短径1.00m、深さ

0.30m、長軸方位はN-10° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第214号土堀（第163• 187図）

K-8グリッドに位置する。第201• 213号土堀

やピットとの新旧関係は確認できなかった。平面

形は隅丸L字形で、長径1.95m、短径0.85m、深

さ0.18mである。

土師器の壺（187• 188) 2点・甕（189) 1点
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1 耕作土
1 黒褐色土 焼土プロック (0.5cm)・地山プロック (0.5cm)微品
2 暗褐色土 焼土プロック (0.5~1. 0cm)・地山プロック (0.5~2. 0cm)少
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しまり強粘性弱 ピット

2 黒褐色土 地山プロック (0.5~l. 0cm)やや多焼土プロック (0.5~l. 0cm)少
しまり強粘性弱

3 黒褐色土 地山プロック (0.5~2. 0cm)・焼士プロック (0.5~l. 0cm)少
しまり強粘性弱

S K228 

1 暗褐色土 焼土プロック (0.5~l. 0cm)・炭化物若干 しまり強粘性弱
2 暗褐色土 焼士プロック (0.5~3. 0cm)多炭化物少 しまり強粘性弱
3 暗褐色土 焼士プロック (0.5~2. 0cm)若干炭化物少 しまり強粘性弱

S K254 

1 暗褐色土 地山粒 ・地山ブロック (0.5cm)微最 しまり強粘性弱
2 暗娯褐色土地山粒 ・地山プロック(1.0~2.0cm)やや多 しまり強粘性弱
3 暗黄褐色土地山粒 ・地山プロック (2.0~3. 0cm)多 しまり強粘性弱

第170図土堀（15)
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が出土した。

第216号土堀（第163図）

K-8グリッドに位置する。第201• 211 • 218 

号土壊との新旧関係は確認できなかった。平面形

は楕円形で、長径0.95m、短径0.65m、深さ0.20

m、長軸方位はN-89° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第217号土塀（第163• 187図）

K-8グリッドに位置する。第219号土堀やピ

ットとの新旧関係は確認できなかった。平面形は

楕円形で、長径0.99m、短径0.62m、深さ0.40m、

長軸方位はN-5° -Eである。

土師器の坪 (190)と鉢（191)が1点ずつ出土

した。

第218号土堀（第163図）

K-7・8グリッドに位置する。第216号土壊

に切られる。平面形は楕円形で、長径1.05m、短

径0.50m、深さ0.23m、長軸方位はN-25° -W 

である。

遺物は出土しなかった。

第219号土堀（第163• 187図）

K-8グリッドに位置する。第217号土堀を切

っていると判断したが、 3基のピットとの新旧関

係については確認できなかった。平面形は隅丸長

方形で、長径2.20m、短径1.45m、深さ0.10m、長

軸方位はN-49° -Wである。

土師器の甕（192)• 高坪（193) および貝巣穴

痕泥岩（194)が1点ずつ出土した。

第225号土堀（第170図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡を切

っているが、ピットとの新旧関係は確認できなか

った。平面形は楕円形で、長径0.99m、短径0.83

m、深さ0.45m、長軸方位はN-80° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第226号土城（第170図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡に

切られている。平面形は楕円形で、長径1.03m、

短径0.95m、深さ0.39m、長軸方位はN-84° ―

Eである。

遺物は出土しなかった。

第227号土堀（第170• 187図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡を

切っている。第343号土堀との新旧関係は確認で

きなかった。平面形は長楕円形で、長径1.75m、

短径1.15m、深さ0.18m、長軸方位はN-35° ―

Wである。

土師器の坪 (195• 196)が2点出土した。土壊

の時期は、 6世紀第2四半期と推定される。

第228号土壊（第170• 187図）

M-7グリッドに位置する。第12号住居跡と 3

基のピットを切っているが、残る 2碁のピットと

の新旧関係は確認できなかった。平面形は歪んだ

楕円形で、長径1.83m、短径1.42m、深さ0.10m、

長軸方位はN-7° -Wである。

土師器（197• 198 • 200 • 201) 4点・須恵器（199• 

202 • 203) 3点が出土した (7世紀第4四半期）。

これらの他に、図化には至らなかったが、瀬戸・

美濃系の陶器甕（18C)の小破片が出土している。

第229号土城（第171• 187図）

M-7グリッドに位置する。第247号土壊を切

っていると判断した。平面形は隅丸長方形で、長

軸2.08m、短軸1.13m、深さ0.23m、長軸方位は

N-15° -Eである。

土師器（205)・須恵器(204• 206)・青磁皿(207)

の計4点が出土した(7世紀第4四半期）。これら

の他に、図化には至らなかったが、美濃系の陶器

碗（18C)の破片が出土している。

第230号土堀（第171図）

M-7グリッドに位置する。第341号土堀に切

られ、ピットを切っている。平面形は円形に近い

楕円形で、長径1.05m、短径0.95m、深さ0.47m、

長軸方位はN-9° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第231号土堀（第171図）
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S K229 
1 黒褐色土 地山プロック (0.5~3. 0cm)・地山粒多焼士プロック (0.5cm)少

しまり強粘性弱
2 集褐色土 地山ブロック (0.5~3. 0cm)・地山粒極多焼土プロック (0.5cm)少

しまり強粘性弱

S K230・341 
1 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・焼土プロックやや多

しまり強粘性やや弱
2 暗黄褐色土地山プロック (0.5~I. 0cm)多
3 灰褐色土 地山粒 ・地山プロック(1.0~2. 0cm)やや多 しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山粒少 しまり強粘性弱
5 暗黄褐色土地山粒 ・地山プロック (0.5~2. 0cm)多 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック(1.0cm)少 しまり強粘性弱
7 暗黄褐色土地山粒 ・地山ブロック (0.5~2. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

しまり強粘性やや弱

S K231 
1 黒褐色土 地山粒 ・焼上プロック (0.5cm)少 しまり強粘性弱
2 暗黄褐色土地山粒・地山ブロック (0.5~2. 0cm)やや多 しまり強粘性弱
3 暗黄褐色土地山粒 ・地山プロック (0.5~3. 0cm)やや多 しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山粒若千 しまり強粘性弱

S K232 
1 暗黄褐色土地山プロック (LO~5.0cm)多 しまり強粘性弱
2 暗褐色土 地山プロック (0.5~2. 0cm)少焼土プロック (0.5cm)微絨

しまり強粘性弱

S K233 
1 暗褐色土 焼土プロック (0.5cm)・地山プロック (0.5~I. 0cm)少

しまり強粘性弱
2 暗黄褐色土地山プロック(1.0~2.0cm)やや多 しまり強粘性弱
3 暗黄褐色土地山プロック彫 しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・焼土プロック (0.5~I. 0cm)若千

しまり強粘性弱
5 暗黄褐色土地山プロック層 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山プロック (0.5cm)少 しまり強粘性弱
7 暗黄褐色土地山プロック(1.0~3. 0cm)多 しまり強粘性弱

S K234 
1 暗褐色土 焼土プロック (0.5~I. 0cm)・地山プロック (0.5cm)・炭化物少

しまり強粘性弱
2 暗褐色土 焼土プロック (0.5~I. 0cm)・地山プロック (0.5cm)やや多

しまり強粘性弱
3 暗黄褐色土焼土プロック (0.5~I. 0cm)少地山プロック(1.0~3. 0cm)極多

しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)多 しまり強粘性弱
5 暗黄褐色土地山プロック(1.0~5. 0cm)極多 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)やや多地山粒少

しまり強粘性弱
7 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・地山粒少 しまり強粘性弱
8 暗褐色土 地山プロック (0.5~2. 0cm)多地山粒やや多 しまり強粘性弱

S K237 
1 黒掲色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・地山粒微最 しまり強粘性弱
2 黒褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm)・地山粒やや多炭化物少

しまり強粘性弱

S K238 
1 m色土 地山プロック (0.5cm)・焼土プロック (0.5cm)微仇

しまり強粘性弱
2 暗褐色土 地山プロック (0.5~2. 0cm)少焼土プロック (0.5cm)微戯

しまり強粘性弱
3 暗黄褐色土 地山プロック (0.5~2. 0cm)やや多焼土プロック (0.5~I. 0cm)少

しまり強粘性弱
4 暗黄褐色土地山プロック (0.5~I. 0cm)少 しまり強粘性弱

S K247 
1 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・焼土プロック (0.5cm)少

しまり強粘性弱
2 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・焼土プロック (0.5cm)若千

炭化物少 しまり強粘性弱
3 黒褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・炭化物プロック (0.5cm)少

しまり強粘性弱

第171図土堀（16)
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L-7グリッドに位置する。第10号住居跡を切

っている。平面形はやや歪んだ円形で、径は0.85

X0.80m、深さ0.45mである。

遺物は出土しなかった。

第232号土堀（第171図）

L・M-6・7グリッドに位置する。第10号住

居跡に切られていると判断した。西側部分は第95

号井戸跡と菫複している可能性があるが、確認は

できなかった。平面形はやや歪んだ楕円形で、長

径1.63m、短径1.41m、深さ0.22m、長軸方位は

N-66° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第233号土堀（第171• 187図）

M-7グリッドに位置する。第12号住居跡を切

っているが、ピットとの新旧関係は確認できなか

った。平面形は楕円形で、長径1.00m、短径0.87

m、深さ0.43m、長軸方位はN-35° -Eである。

土師器の杯 (208)・甕（209)が1点ずつ出土

した。土壊の時期は、 6世紀第4四半期と推定さ

れる。

第234号土堀（第171• 187図）

L-8・9グリッドに位置する。平面形は隅丸

長方形で、長軸1.30m、短軸1.18m、深さ0.50m、

長軸方位はN-13° -Wである。

土師器の杯（210• 211) 2点が出土した。土壊

の時期は、 7世紀第2四半期と推定される。

第235号土堀（第163• 188図）

L-8グリッドに位置する。当初、 1つの土壊

として遺物の取り上げを行っていたが、後に第

236号土壊と分離したため、遺物の帰属が特定で

きない結果となってしまった。第236号土堀を切

っている。平面形は長楕円形で、長径2.15m、短

径0.90m、深さ0.22m、長軸方位はN-52° -E 

である。

第236号土壊と合わせて、土師器（212• 213) 

2点が出土した。

第236号土壕（第163• 188図）

L-8グリッドに位置する。第235号土壊に切

られている。ピットとの新旧関係は確認できなか

った。当初、第235号土堀として遺物の取り上げ

を行っていたが、後に本土壊に分離したため、遺

物の帰属が特定できない結果となった。平面形は

円形に近い楕円形で、長径1.30m、短径1.15m、

深さ0.22m、長軸方位はN-29° -Wである。

第235号土堀と合わせて、土師器（212• 213) 

が2点出土した。

第237号土壊（第171図）

L-6グリッドに位置する。西側は調査区外に

続く 。平面形は楕円形と思われる。東西規模は

1.38mまでの確認で、深さ0.26m、長軸方位はN

-34° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第238号土堀（第171・188図）

L-6グリッドに位置する。西側は、調査区外

に続く 。平面形は不整形である。東西規模は1.35

mであるが、南北規模は2.63mまでの確認で、深

さ0.20m、長軸方位はN-19° -Wである。

土師器の甕（214• 215)が2点出土した。

第239号土壕（第172・188図）

K-6・7グリッドに位置する。西側は、調査

区外に続く 。第255• 256号土壊と 1碁のピット

に切られている。平面形は隅丸方形、または隅丸

長方形と推定される。東西規模は2.35mであるが、

南北規模は1.25mまでの確認で、深さ0.15mであ

る。

土師器の杯（216• 217)が2点出土した。

第240号土堀（第172・188図）

L-6グリッドに位置する。平面形は不整形で、

規模は東西2.35m、南北2.23m、深さ0.15mであ

る。

土師器の杯（218)と甕（219)が出土した。土

城の時期は7世紀第4四半期と推定される。

第241号土堀（第172図）

M-6グリッドに位置する。平面形は楕円形で、
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S K239 • 255 • 256 
［ 黒色土 耕作士

II 拭褐色士 地山

1 黒褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)・炭化物少 しまり強粘性弱

2 暗黄褐色土 地山粒 ・地山プロック(1.0~2. 0cm)若干炭化物微最

しまり強粘性弱

3 黒褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)・炭化物少 しまり強粘性弱

4 暗黄掲色士 地山粒・地山ブロック(1.0~3. 0cm)多 炭化物少

しまり強粘性弱

5 黄褐色土 地山粒・地山プロック(1.0~3. 0cm)極多炭化物少

しまり強粘性弱

6 暗褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm)・炭化物少地山粒若千

しまり強粘性弱

7 暗褐色土 地山プロック (0.5~1. 0cm)・地山粒少 しまり強粘性弱

8 暗褐色土 地山プロック (0.5cm)少炭化物微最 しまり強粘性弱

S K240 

1 暗褐色土 地山粒・地山プロック (0.5~2. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

2 暗黄褐色土地山粒・地山ブロック(1.0~3. 0cm)多 しまり強粘性弱

3 暗黄褐色士地山粒 ・地山プロック (0.5~5. 0cm)多 しまり強粘性弱

4 暗掲色士 地山粒・地山プロック(1.0~2. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

S K241 

1 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)やや多 しまり強粘性弼

2 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック(1.0~2. 0cm)多 しまり強粘性弱

3 暗黄掲色土地山粒 ・地山プロック (2.0~4. 0cm)極多 しまり強粘性弱

S K242 

1 黒褐色士 地山粒・地山プロック (0.5cm)少 しまり強粘性弱

2 暗黄掲色土地山粒・地山ブロック(1.0~2. 0cm)多 しまり強粘性弱

3 暗褐色士 地山粒 ・地山ブロック(I.0~2. 0cm)少 しまり強粘性弱

4 暗黄褐色土地山粒・地山ブロック (0.5~I. Dem)やや多 しまり強粘性弱

S K244 

1 黒褐色士 地山粒 ・地山ブロック(1.0~2.Dem)少 しまり強粘性弱

2 黒褐色土 地山粒 ・地山プロック(1.0~2. Dem)若千炭化物少

しまり強粘性弱

3 黒褐色土 地山粒 ・地山プロック(1.0~3. Dem)多焼土プロック少

しまり強粘性弱

4 暗褐色士 地山粒 ・地山ブロック (3.0~1. 0cm)多焼土ブロック少

しまり強粘性55

S K245 

1 黒褐色士 焼土ブロック (0.5~I. 0cm)・地山プロック (0.5~I. 0cm)微最

しまり強粘性弱

2 暗褐色土 焼土プロック (0.5cm)・地山プロック (0.5~I. 0cm)微拭

しまり強粘性弱

3 暗褐色士 地山プロック (0.5~I. 0cm)やや多

S K246 

1 暗灰褐色土 地山粒少 しまり強粘性弱

2 黒褐色土 地山粒 ・地山ブロック (0.5cm)・焼士粒若干 しまり強粘性弱

3 暗黄褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

S K250 

l 暗掲色士 地山粒 ・地山プロック (0.5~2. 0cm)・焼士プロック (0.5cm)微紐

しまり強粘性弱

2 暗黄褐色土地山粒・地山プロック(1.0cm)多 しまり強粘性弱

第172図 土堀（17)
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長径1.18m、短径0.82m、深さ0.15m、長軸方位

はN-25° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第242号土壊（第172図）

M-6グリッドに位置する。平面形は隅丸長方

形で、長径1.50m、短径1.15m、深さ0.15m、長

軸方位はN-27° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第243号土堀（第172図）

M-7グリッドに位置する。第4号方形周溝墓

を切っている。平面形は長楕円形で、長径1.65m、

短径1.05m、深さ0.15m、長軸方位はN-29° ―
Wである。

遺物は出土しなかった。

第244号土堀（第172• 188図）

M-6グリッドに位置する。平面形は不整形で、

長径2.75m、短径1.55m、深さ0.60m、長軸方位

はN-57° -Eである。

土師器の杯 (222• 223)・壺（224)・甕 (220• 

221)が合わせて 5点出土した。土壊の時期は、 7

世紀第1四半期と推定される。

第245号土猥（第172図）

M-6グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.50m、短径1.25m、深さ0.28m、長軸方位

はN-8° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第246号土塀（第172• 188図）

M-6グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.55m、短径1.45m、深さ0.17m、長軸方位

はN-73° -Wである。

須恵器の蓋（225)が1点出土した。

第247号土堀（第171・188図）

M-7グリッドに位置する。第229号土堀に切

られ、 1基のピットを切っている。平面形は楕円

形で、長径3.13m、短径0.80m、深さ0.18m、長

軸方位はN-78° -Eである。

土師器の甕（226)が1点出土した。

第248号土堀（第173• 188図）

L-6グリッドに位置する。第249号土堀を切

っているが、第151号溝跡には切られていると判

断した。第253号土壊とピットとの新旧関係は確

認できなかった。平面形は円形に近い楕円形で、

長径2.05m、短径1.75m、深さ0.22m、長軸方位

はN-43° -Eである。

土師器の甕（227)が1点出土した。

第249号土堀（第173図）

L-6グリッドに位置する。第248号土堀に切

られているが、第275号土壊との新旧関係は確認

できなかった。平面形は楕円形で、長径(0.85)m、

短径0.65m、深さ0.22m、長軸方位はN-4° ―
Eである。

遺物は出土しなかった。

第250号土堀（第172• 188図）

M-7・8グリッドに位置する。第7号溝跡に

切られているが、ピットとの新旧関係は確認でき

なかった。平面形は楕円形と思われる。長径は

1.25mまでの確認で、短径0.85m、深さ0.18m、

長軸方位はN-88° -Wである。

土師器の甕（228)が1点出土した。

第251号土堀（第173図）

L-7グリッドに位置する。平面形は長楕円形

で、長径0.95m、短径0.60m、深さ0.28m、長軸

方位はN-72° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第252号土壊（第173図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡を切

っている。平面形は円形で、径は0.80X0.75m、

深さ0.30mである。

遺物は出土しなかった。

第253号土壕（第173・188図）

L-5・6グリッドに位置する。第151号溝跡

に切られていると判断したが、第248号土壊との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.51m、短径1.22m、深さ0.18m、長軸方位
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S K248 • 249 • 253 
1 黒褐色土 地山粒 ・焼土粒少 しまり強粘性弱
2 黒掲色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)・焼土粒少 しまり強粘性弱
3 暗掲色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)・焼土粒やや多

しまり強粘性弱
4 暗黄褐色土地山粒・地山ブロック (0.5~I. 0cm)やや多 しまり強粘性弱
5 II音黄褐色土地山粒 ・地山プロック (0.5~3. 0cm)多 しまり強粘性弱
6 暗褐色土 地山粒 ・焼士粒微藷 しまり強粘性弱
7 暗黄掲色土地山粒 ・地山プロック (0.5~I. 0cm)多 しまり強粘性弱
8 黒褐色土 地山粒(0.5cm)・焼土粒(0.5cm)・炭化物少 しまり強粘性弱
9 黒褐色土 地山粒・焼土粒微呈 しまり強粘性弱
10 黒褐色土 地山粒・焼土ブロック (0.5cm)若干 しまり強粘性弱

S K251 

1 黒褐色土 地山プロック (0.5cm)・焼土プロック (0.5cm)微祉 しまり強
粘性弱

2 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)若干 しまり強粘性弱
3 暗黄褐色士地山プロック(1.0~3. 0cm)多炭化物少 しまり強粘性弱
4 黄褐色土 地山プロック(I0~3. 0cm)極多 しまり強粘性弱

S K252 

1 黒褐色土 地山粒 ・焼土プロック (0.5cm)微菰 しまり強粘性弱
2 黒灰色土 地山粒・焼土プロック少灰若千 しまり強粘性弱
3 暗褐色土 地山ブロック ・焼土プロック (0.5cm)若干 しまり強粘性弱

S K257 

1 II音褐色土 地山ブロック(1.0~3. 0cm)・焼土プロック (0.5cm)若干
炭化物プロック (0.5cm)微拭 しまり強粘性弱

2 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)・炭化物少 しまり強粘性弱
3 暗黄褐色土地山プロック(1.0~3.0cm)多 しまり強粘性弱

S K259 

1 黒褐色土 地山ブロック (0.5cm)微誠炭化物少 しまり強粘性弱 ピット
2 黒褐色土 地山プロック (0.5cm)若干炭化物少 しまり強粘性弱
3 黒褐色土 地山ブロック (0.5cm)若千炭化物 ・焼土プロック少

しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山プロック (0.5~I. 0cm)やや多炭化物少 しまり強粘性弱
5 暗黄褐色土地山プロック(1.0~2.0cm)多炭化物少 しまり強粘性弱

S K260 

1 暗褐色土 黄褐色粘土プロック(l.0cm)少
2 暗褐色土 黄褐色粘土プロック(l.0cm)やや多
3 黒褐色土 黄褐色粘士プロック (0.3~0. 5cm)少
4 暗褐色士 黄褐色粘土プロ ック(1.0cm)多
5 暗褐色土 黄褐色粘土ブロック(l.0cm)少
6 暗褐色土 黄褐色粘土ブロック (0.5~2. 0cm)少
7 暗褐色土 黄褐色粘士プロック (0.5~2. 0cm)やや多

S K261 

1 暗褐色土 地山粒・炭化物少 しまり強粘性弱
2 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック(l.O~2.0cm)多 しまり強粘性弱

S K262 • 263 
1 黒褐色土 地山粒・地山プロック (0.5cm)微且 しまり強粘性弱
2 黒褐色土 地山粒・地山プロック (0.5~I. 0cm)少焼土プロックやや多

しまり強粘性弱
3 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5~l. 0cm)微産 しまり強粘性弱
4 暗褐色土 地山粒 ・地山プロック (0.5cm)少炭化物微呈

しまり強粘性弱
5 暗黄褐色土地山粒 ・地山ブロック (0.5~l. 0cm)やや多 炭化物微品

しまり強粘性弱
6 暗汝褐色土地山粒・地山プロック（1.0~2.0cm)極多 しまり強粘性弱

S K268 

1 黒褐色土 炭化物プロック (0.5~I. 0cm)・地山プロック(l.0~2. 0cm)少
しまりやや強粘性弱

2 暗褐色土 炭化物プロック (2.0~3. 0cm)・地山プロック (2.0~3. 0cm)やや多
しまりやや強粘性弱

3 暗褐色土 炭化物プロック(1.0~2. 0cm)やや多地山プロック (2.0~3. 0cm)多
しまりやや強粘性弱

4 暗掲色土 炭化物プロック (2.0~3. 0cm)やや多地山プロック(1.0~2. 0cm) 
・焼士プロック（1.0~2.0cm)少しまりやや強粘性弱

5 暗黄褐色土炭化物プロック (0.5~I. 0cm)少地山プロック (2.0~3. 0cm)極多
しまりやや強粘性弱

第173図 土壊（18)
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はN-56° -Eである。

土師器（229~231) と鉄製品 (232)合わせ

て4点が出土した。土壊の時期は、 7世紀第2四

半期と推定される。

第254号土堀（第170図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡を切

り、ピットに切られている。第343号土壊との新

旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.00m、短径0.70m、深さ0.10m、長軸方位

はN-60° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第255号土堀（第172• 188図）

K-6・7グリッドに位置する。北側は、調査

区外に続いている。第239号土壊を切っている。

東西規模は0.96mであるが、南北規模は1.38mま

での確認で、深さは0.18m、長軸方位はN-16°

-Wである。

土師器の甕（233)が1点出土した。土壊の時

期は、 7世紀第3四半期と推定される。

第256号土堀（第172・188図）

K-7グリッドに位置する。第239号土堀を切

っている。平面形は楕円形と推定される。南北規

模は1.50mであるが、東西規模は0.70mまでの確

認で、深さ0.32mである。長軸方位は不明である。

土師器（234~236)が3点出土した。土壊の

時期は、 7世紀第1四半期と推定される。

第257号土堀（第173図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡を

切っている。平面形は円形で、径は0.70X0.65m、

深さ0.55mである。

遺物は出土しなかった。

第259号土堀（第173図）

K-7グリッドに位置する。第108号溝跡やピ

ットとの新旧関係は確認できなかった。平面形は

不整楕円形で、長径1.82m、短径1.15m、深さ

0.18mである。長軸方位はN-75° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第260号土壊（第173・188図）

k-7. 8グリッドに位置する。ピットに切ら

れていると判断した。平面形は円形に近い楕円形

で、長径0.75m、短径0.65m、深さ0.95m、長軸

方位はN-85°-Eである。形状と規模から、井

戸の可能性が考えられる。

土師器の坪 (237)が1点出土した。土壊の時

期は、 6世紀第1四半期と推定される。

第261号土堀（第173図）

k-7グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.15m、短径0.90m、深さ0.10m、長軸方位

はN-29° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第262号土壊（第173• 188図）

M・N-6グリッドに位置する。第4号方形周

溝墓と第263号土壊を切っている。平面形は楕円

形で、長径1.84m、短径(1.55)m、深さ0.28m、

長軸方位はN-43° -Eである。

土師器（238~240)が3点出土した。

第263号土城（第173図）

M-6グリッドに位置する。第262号土壊に切

られている。平面形は楕円形で、長径0.92m、短

径0.71m、深さ0.25m、長軸方位はN-36° -E 

である。

遺物は出土しなかった。

第264号土堀（第174• 188図）

L-6. 7グリッドに位置する。平面形は歪ん

だ楕円形で、長径3.86m、短径1.87m、深さ0.14

m、長軸方位はN-26° -Wである。

土師器（241• 242)が2点出土した。土壊の時

期は、 6世紀第3四半期と推定される。

第265号土堀（第174• 188図）

L-6グリッドに位置する。平面形は歪んだ楕

円形と推定される。断面B-B'での規模は1.75

m、これに直行する規模は ［1.40]mで、深さ0.14

mである。長軸方位は不明である。

弥生土器の鉢（243)の破片が出土した。
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S K269 
1 暗褐色士黄褐色粘土プロック (0.3~0. 5cm)均質に少 しまり強粘性弱
2 黒褐色土黄褐色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)微拭焼士粒少 しまり強粘性弱
3 黒褐色土黄褐色粘土ブロック (0.3~0. 5cm)多 しまり強粘性弱

S K270 
1 暗褐色士焼士プロック (0.3~0. 5cm)少
2 黒褐色土焼土プロック (0.3~0. 5cm)少 黄掲色粘土プロック (03~0. 5cm)微乱

S K271・307 
1 暗褐色土焼土プロック (0.5~0. 8cm)微菌
2 暗褐色土焼士粒(0.I~0. 2cm)少
3 暗褐色士焼士プロック (0.5~0. 8cm)・黄褐色粘土プロック (0.3~0. 5cm)多

S K274 
1 暗黄褐色土地山プロック (2.0~3. Dem)多炭化物少 しまり強粘性弱
2 暗褐色土 地山ブロック (10~2. Dem)やや多炭化物少 しまり強粘性弱
3 暗褐色土 地山プロック (10~2. Dem)微籠炭化物少 しまり強粘性弱
4 暗黄褐色土地山プロック(1.0~2.0cm)多炭化物少 しまり強粘性弱

S K276 
l 耕作士
1 暗褐色土地山プロック(1.0~2. 0cm)少 しまり強粘性弱
2 黒褐色土地山ブロック (0.5~1. 0cm)微凪 しまり強粘性弱
3 黒褐色土地山プロック (0.5~1. 0cm)少 しまり強粘性弱
4 黒掲色土地山プロック(1.0~3. 0cm)若干 しまり強粘性弱
5 黒褐色士地山プロック(1.0~3. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

S K279 
1 暗黄褐色土 地山プロック陪 壁面の崩落士
2 黒褐色土 地山ブロック (0.5~1. 0cm)・焼士粒・炭化物微盤
3 暗褐色土 地山ブロック (0.5~1. 0cm)少焼士粒・炭化物微基
4 茶褐色士 鉄分・マンガンやや多
5 暗褐色士 地山ブロック(1.0~2. 0cm)少

S K282 
1 暗褐色土炭化物微品
2 暗褐色土炭化物微拭地山プロック (0.5cm)少

第174図土壊（19)
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第266号土堀 （第174図）

L-6グリッドに位置する。大部分が調査区外

に続いている。第151号溝跡との新旧関係は不明。

平面形は不明で、確認できた範囲内での平面規模

は2.63X [0.39] m、深さ0.74mである。井戸の可

能性が考えられる。

遺物は出土しなかった。

第267号土堀（第172・188図）

M-6・7グリッドに位置する。第4号方形周

溝墓を切っている。平面形は不明で、確認できた

範囲内での平面規模は1.55X0.80m、深さ0.25m

である。

土師器（244~246)3点と貝巣穴痕泥岩（247

~251) 5点が出土した。

第268号土堀（第173・189図）

M-7グリッドに位置する。第9号住居跡を切

っている。平面形は円形に近い楕円形で、長径

1.llm、短径1.05m、深さ0.40m、長軸方位はN

-50° -Eである。

土師器の甕（252)が1点出土した。

第269号土堀（第174・189図）

M-5・6グリッドに位置する。ピッ トに切ら

れている。平面形は楕円形で、長径0.60m、短径

0.45m、深さ0.45m、長軸方位はN-60° -Eで

ある。

貝巣穴痕泥岩（253)が1点出土した。

第270号土堀（第174図）

M-5グリッドに位置する。第14号住居跡を

切り、第18号掘立柱建物跡pgに切られている。

平面上では2韮のピットであるかのような表現で

あるが、1碁の土堀であると判断した。平面形は

円形で、径は0.65X0.60m、深さ0.45mである。

遺物は出土しなかった。

第271号土城（第174・189図）

K-8・9グリッドに位置する。南側のピッ ト

を切り、第307号土堀に切られている。平面形は

楕円形で、長径1.52m、短径1.20m、深さ0.25m、

長軸方位はN-16° -Wである。

土師器の杯 (254• 255)が2点出土した。土壊

の時期は、 6世紀第3四半期と推定される。

第272号土堀（第174・189図）

K-8グリッドに位置する。第273号土堀 ・ピ

ットとの新旧関係は確認できなかった。平面形は

円形で、径は0.75X0.70m、深さ0.26mである。

貝巣穴痕泥岩 （256)が1点出土した。土堀の

時期は、 6世紀第3四半期と推定される。

第273号土堀（第174図）

K-8グリッドに位置する。南側のピットと第

272号土壊との新旧関係は確認できなかった。平

面形は楕円形で、長径［1.05]m、短径1.05mまで

の確認で、深さは0.10m、長軸方位はN-53° ―

Wである。

遺物は出土しなかった。

第274号土堀（第174図）

L-8グリッドに位置する。東側のピットとの

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.02m、短径0.61m、深さ0.50m、長軸方位

はN-27° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第275号土塀（第173図）

L-6グリッドに位置する。第249号土堀との

新旧関係は確認できなかった。平面形は円形で、

径は0.62X0.55m、深さ0.30mである。

遺物は出土しなかった。

第276号土塀（第174図）

G-11グリッドに位置する。東側は、調査区外

に続いている。第2号溝跡に切られているが、第

277号土堀との新旧関係は確認できなかった。平

面形は楕円形と推定される。確認できた平面規模

は南北1.80m、東西1.45m、深さ0.70mである。

遺物は出土しなかった。

第277号土堀（第174• 189図）

G-11グリッドに位置する。第276号土壊との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、
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地山プロック(1.0~2. 0cm)・焼士プロック (0.5cm)少 しまり強粘性やや弱
地山ブロック (2.0~3. 0cm)・焼土プロック (0.5~1. 0cm)やや多 しまり強枯性やや弱

地山プロック(1.0~3.0cm)やや多
地山ブロック (0.5cm)・焼土プロック (0.5cm)少
地山粒 ・地山プロック (2.0~3. Dem)少 しまり強粘性弱
地山粒 ・地山プロック (2.0~3. Dem)多 しまり強粘性弱

しまり強粘性やや弱

地山粒・地山ブロック(1.0~2. 0cm)少 しまり強粘性弱
地山粒・地山ブロック(1.0~3. 0cm)やや多 しまり強粘性弱

S K287 • 296 • 297 
1 暗褐色土 褐色土ブロック (0.5~0. 8cm)微品
2 暗褐色土 褐色土プロック (0.2~0.1cm)少焼土粒(0.2cm)微品
3 黄掲色士 黒褐色土ブロック (0.5~0. 7cm)多褐色土プロック (0.2~0. 3cm)少
4 暗褐色士 黄褐色士プロック (0.2~0. 5cm)多
5 暗掲色土 黄掲色土プロック (0.2cm)少褐色士プロック (0.2~0. 5cm)・焼土粒微屈
6 暗褐色土 黄褐色土プロック多褐色士プロック (0.2~0. 5cm)やや多炭化物少埋戻し土
7 褐色土 暗褐色土プロック (0.5cm)多

S K288 
1 黒褐色士
2 暗褐色土

焼士プロック (0.5cm)・炭化物プロック (0.3cm)やや多
焼士プロック (0.5cm)・炭化物プロック (0.3cm)少 地山ブロック (0.5cm)やや多

゜
2m 

＇ 160 

第175図 土壊（20)
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長径2.35m、短径1.85m、深さ0.76m、長軸方位

はN-25° -Eである。

土師器の壺（257)が1点出土した。

第279号土堀（第174図）

M-6グリッドに位置する。第4号方形周溝墓

を切っていると判断した。平面形は楕円形で、 長

径1.40m、短径1.05m、深さ0.42m、長軸方位は

N-19° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第280号土塀（第163図）

L-8グリッドに位置する。第95• 235号土壊

との新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円

形で、長径1.35m、短径[0.70]m、深さ0.15m、長

軸方位はN-26° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第281号土壕（第175図）

M-5グリッドに位置する。第14号住居跡を切

り、第8号井戸跡に切られている。平面形は円形

に近い楕円形で、長径1.40m、短径1.25m、深さ

0.45m、長軸方位はN-c-13° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第282号土堀（第174図）

N-4・5グリッドに位置する。平面形は楕円

形で、長径0.95m、短径0.75m、深さ0.22m、長

軸方位はN-31° -Eである。

土師器の小破片が1点出土したが、図化には至

らなかった。

第283号土堀（第175・189図）

N-5グリッドに位置する。第14号住居跡を切

っているが、第286号土堀との新旧関係は確認で

きなかった。平面形は円形で、径は1.90Xl.80m、

深さ0.20mである。

石製の紡錘車 (258)が1点出土した。

第285号土堀（第175• 189図）

N-5グリッドに位置する。第14号住居跡を切

っているが、 4基のピットとの新旧関係は確認で

きなかった。平面形は円形で、径は1.75Xl.70m、

深さ0.25mである。

軽石（260)が1点出土した。

第286号土堀（第175図）

N-5グリッドに位置する。第14号住居跡を切

っている。第283号土堀や2基のピットとの新旧

関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、南

北規模は1.70mであるが、東西規模は1.98mまで

の確認で、深さ0.10m、長軸方位はN-88° -W  

である。

遺物は出土しなかった。

第287号土堀（第175• 189図）

N-4グリッドに位置する。第296• 297号土壊

を切っている。平面形は楕円形で、長径0.91m、

短径0.60m、深さ0.34m、長軸方位はN-43° -

Wである。

土師器の坪 (261)が1点出土した。土壊の時期

は、 6世紀第4四半期と推定される。

第288号土堀（第175図）

N-4グリッドに位置する。平面形は円形で、

径は1.02X0.95m、深さ0.28mである。

遺物は出土しなかった。

第289号土堀（第176図）

N-4グリッドに位置する。ピットとの新旧関

係は確認できなかった。平面形は楕円形で、長径

1.75m、短径1.45m、深さ0.15m、長軸方位はN

-36° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第290号土堀（第176・189図）

N-5グリッドに位置する。第14号住居跡を切

り、第291号土壊に切られている。平面形は歪ん

だ楕円形で、東西規模は1.46mであるが、南北規

模は0.75mまでの確認で、深さ0.14m、長軸方位

はN-84° -Eである。

土師器の坪 (262)と甕（263• 264)が合わせて

3点出土した(6世紀第4四半期）。この他に図化

には至らなかったが、肥前系の陶器碗（17C後半

~18C前半）の小破片が出土している。

-188-



S K289 

＾ 

S K290・291 

A 

---. l 

A' 

．竺2m~·9

9 -//／／／／／／／／犀／／／／／

(l]l 

SJ14 

A
-
，
 

竺 2m SK291 SK290 SJ14 2:.' 

冒
S K293・294叫

A
 

A11.1m A' ． ．  

謬 A

＿言

S K300・301 

A 12.2m 

三

ロ／
S K299 

竺2m ~.9

言

A' 

・
 

.m-

苫
S
I
S

C
6
Z
x
s
 

9
 

．
 

E~~-
m-

冒

A12.2m 

C12.2m C' ． ．  

ロ三言言

□口／
竺3m ~· 9

一

)
 

00£~S 

l0£~S 
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1 暗褐色土

S K290・291 

1 暗褐色士
2 暗褐色土

S K292 

1 暗褐色士

ローム粒(0.1cm)少 しまり強粘性弱

ローム粒(0.2~0. 3cm)多

ローム粒(0.2~0. 3cm)少
しまり ・粘性やや強

しまり ・粘性やや強

ローム粒(0.2cm)多 ロームプロック (3.0cm)少

しまり強粘性弱

2 暗黄褐色士 ロームプロック (10~3. 0cm)多 しまり強粘性弱

S K293・294 

］ 暗褐色土

2 暗褐色土
3 暗褐色士
4 黒褐色士
5 暗黄褐色土

黒褐色土

S K295 

1 暗褐色士
2 黒褐色士

ローム粒(0.2cm)若千 しまり強

焼士粒(0.2~0. 5cm)若干炭化物粒(0.2~0. 3cm)少

ローム粒(0.5cm)多 しまり強

ローム粒(0.5cm)少 しまり強

ロームブロック(!.0~3. 0cm)多 4層の黒褐色土をマープル状に含む

しまり強
ローム粒(0.2cm)少 しまり強

ローム・黒褐色士粒少 焼士粒(0.2cm)微杖

ローム粒(0.2cm)少 しまり強粘性弱

しまり強

しまり強粘性弱

第176図 土城 (21)
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第291号土堀（第176図）

N-5グリッドに位置する。第14号住居跡 ・

第290号土城を切り、ピットに切られている。平

面形は楕円形で、長径0.90m、短径0.43mまでの

確認で、深さ0.15m、長軸方位はN-73° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第292号土堀（第176• 189図）

N-4グリッドに位置する。平面形は円形に近

い楕円形で、長径0.95m、短径0.85mまでの確認

で、深さ0.23m、長軸方位はN-33° -Eである。

土師器の甕（265• 266)が2点出土した。

第293号土堀（第176• 189図）

N-4グリッドに位置する。第294号土壊を切

り、断面A-A'上のピットに切られている。そ

の他のピットとの新旧関係は確認できなかった。

平面形はやや歪んだ楕円形で、長径2.95m、短径

1.90m、深さ0.30m、長軸方位はN-73° -Wで

ある。

土師器（267~278)12点と軽石 (279) 1点、

合わせて13点が出土した。土壊の時期は、 6世紀

第3四半期と推定される。

第294号土壊（第176図）

N-4グリッドに位置する。第293号土壊に切

られている。ピットとの新旧関係は確認できなか

った。平面形は楕円形と考えられる。東西規模は

0.95mであるが、南北規模は0.85mまでの確認で、

深さは0.28m、長軸方位はN-14° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第295号土堀（第176・189図）

N-5グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.50m、短径1.10m、深さ0.08m、長軸方位

はN-76° -Eである。

土師器の杯 (280)が1点出土した。土堀の時

期は、 6世紀第4四半期と推定される。

第296号土壊（第175図）

N-4グリッドに位置する。第287• 297号土堀

に切られている。平面形は円形に近いと考えられ

る。東西規模は0.70mであるが、南北規模は0.55

mまでの確認で、深さは0.20mである。

遺物は出土しなかった。

第297号土堀（第175図）

N-4グリッドに位置する。第287号土壊に切

られ、第296号土堀を切っている。平面形は円形

と考えられる。南北規模は1.05mであるが、東西

規模は0.65mまでの確認で、深さは0.35mである。

遺物は出土しなかった。

第299号土堀（第176図）

I -10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、

長径1.35m、短径1.02m、深さ0.15m、長軸方位

はN-90° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第300号土堀（第176図）

I -9 • 10グリッドに位置する。4基のピット

との新旧関係は確認できなかった。西側は調査区

外に続く 。平面形は確認された範囲内では、歪ん

だ長方形である。南北規模は0.75mであるが、東

西規模については2.60mまでの確認で、深さは

0.10m、長軸方位はN-73° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第301号土堀（第176図）

I -9グリッドに位置する。4基のピットとの

新旧関係は確認できなかった。西側は調査区外に

続く 。平面形は確認された範囲内では、歪んだ長

方形である。南北規模は0.65mであるが、東西規

模については1.05mまでの確認で、深さ0.15m、

長軸方位はN-52° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第302号土堀（第176図）

J-9グリッドに位置する。第10号掘立柱建物

跡と 1基のピットとの新旧関係は確認できなかっ

た。平面形は楕円形で、長径1.30m、短径0.65m、

深さ0.24m、長軸方位はN-61° -Eである。

遺物は出土しなかった。
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S K311 
1 暗掲色士地山粒・地山ブロック (0.5cm)少炭化物微拭
2 暗掲色土地山粒・炭化物微盤

S K342 
1 黒褐色土 焼土粒 ・焼士プロック (0.5cm)・炭化物少

しまり強粘性弱
2 黒褐色士 焼土粒 ・焼土プロック (0.5~I. 0cm)・炭化物やや多

しまり強粘性弱
3 黒褐色土焼土粒 ・焼土ブロック (0.5~I. 0cm)少灰若干

しまり強粘性弱

S K345・354 
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 暗褐色土

5

6

7

 

地山ブロック (0.5cm)・焼士プロック (0.5~1. 0cm)微址 しまり強粘性弱
地山プロック (0.5~1. 0cm)・焼土プロック(0.5~1. 0cm)少 しまり強粘性弱
地山プロック (05~1. 5cm)・焼土プロック (0.5~1. 0cm)若干
しまり強粘性弱

4 暗黄褐色土地山プロック(1.0~3. 0cm)やや多 焼土プロック (0.5~1. 0cm)少
しまり強粘性弱
地山プロック (0.5~1. 0cm)少焼士プロック(1.0cm)微批 しまり強粘性弱
焼土ブロック (0.5~2. 0cm)やや多灰若干 しまり強粘性弱
焼土ブロック (05~l. 0cm)・地山プロック (0.5~2. 0cm)少 炭化物微絨
しまり強粘性弱
焼土ブロック (0.5cm)・地山プロック (0.5~2. 0cm)若干 炭化物少

しまり強粘性弱
9 暗黄褐色士焼士プロック (0.5cm)少地山プロック (0.5~3. 0cm)多

暗褐色土
暗赤褐色土
暗赤褐色土

暗褐色士

しまり強粘性弱

第177図 土堀（22)
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第303号土堀（第176図）

J・K-9グリッドに位置する。第10号掘立

柱建物跡と 2基のピットとの新旧関係は確認でき

なかった。平面形は歪んだ長三角形で、長径は

2.70mまでの確認で、短径0.99m、深さ0.10m、

長軸方位はN-45° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第304号土堀（第177図）

K-9グリッドに位置する。第305号土壊との

新旧関係については確認できなかった。平面形は

隅丸方形で、平面規模は0.85X0.80m、深さは

0.10mである。

遺物は出土しなかった。

第305号土城（第177図）

K-9グリッドに位置する。第304• 306号土

壊 ・ピットとの新旧関係は確認できなかった。平

面形は変則的な隅丸長方形で、段を有する。平面

規模は1.40X1.00m、深さ0.25m、長軸方位はN

-38° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第306号土堀（第177図）

K-9グリッドに位置する。第5号住居跡と第

305号土堀との新旧関係は確認できなかった。平

面形は確認された範囲内では、歪んだ隅丸方形で

ある。南北規模は0.77mであるが、東西規模につ

いては0.78mまでの確認で、深さ0.15m、長軸方

位はN-10° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第307号土塙（第174図）

K-8グリッドに位置する。平面形は長楕円形

と推定される。長径0.95m、短径［0.75]m、深さ

0.10m、長軸方位はN-0゚ である。

遺物は出土しなかった。

第308号土城（第177図）

L-7グリッドに位置する。第105号溝跡との

新旧関係については確認できなかった。平面形は

確認された範囲内では、隅丸方形である。平面規

模は東西2.36m、南北1.58mまでの確認で、深さ

0.15m、検出状態での長軸方位はN-59° -Eで

ある。

遺物は出土しなかった。

第309号土城（第177図）

L-7グリッドに位置する。第103号溝跡とピ

ットとの新旧関係については確認できなかった。

平面形は楕円形で、長径1.60m、短径0.85m、深

さ0.18m、長軸方位はN-46° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第310号土堀（第177図）

L-9グリッドに位置する。5碁のピットとの

新旧関係は確認できなかった。平面形はやや歪ん

だ隅丸長方形で、長径2.90m、短径1.05m、深さ

0.10m、長軸方位はN-40° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第311号土堀（第177図）

N-4グリッドに位置する。南側は調査区外に

続いている。平面形は不明。検出範囲内において、

平面規模は南北2.86m、東西2.40m、深さ0.10m

である。

遺物は出土しなかった。

第312号土塘（第177図）

N-6グリッドに位置する。第13号住居跡と

の新旧関係は確認できなかった。平面形はやや歪

んだL字形に近い。両端の直線距離は0.92m、短

径は0.20m、深さ0.10mである。

遺物は出土しなかった。

第313号土城（第177図）

M-7グリッドに位置する。4碁のピットとの

新旧関係は確認できなかった。平面形はやや歪ん

だ長楕円形で、長径1.81m、短径0.75m、深さ

0.08m、長軸方位はN-63° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第315号土堀（第169• 189図）

D • E-17グリッドに位置する。平面形は円

形で、径は1.05Xl.00m、深さ0.55mである。
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かわらけ (281)・鉄製品 (282)が出土した。

第316号土堀（第169図）

A-21グリッドに位置する。第1号溝跡との新

旧関係は確認できなかった。平面形は不明である。

長径0.90m、短径[0.82]m、深さ0.10mである。

遺物は出土しなかった。

第317号土堀（第169図）

A-21 • 22グリッドに位置する。第28号溝跡

と1拮のピットを切っているが、その他のピット

との新旧関係は確認できなかった。平面形は長楕

円形で、長径1.65m、短径1.20m、深さ0.08m、長

軸方位はN-8° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第318号土壕（第159図）

A-22グリッドに位置する。第41号土壊との

新旧関係は確認できなかった。平面形は隅丸長方

形で、長軸0.93m、短軸0.45m、深さ0.08m、長

軸方位はN-80° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第319号土堀（第169図）

A-21グリッドに位置する。西側は第 1号溝跡

と重複している。平面形は不明。長径[0.80]m、

短径[0.55]m、深さ0.70mである。

遺物は出土しなかった。

第320号土堀（第169図）

C-19グリッドに位置する。第40号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形と

推定される。長径1.35m、短径[0.90]m、深さ

0.08m、長軸方位はN-48° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第321号土堀（第169図）

C-19グリッドに位置する。第93号溝跡・第

75号掘立柱建物跡との新旧関係は確認できなか

った。平面形は長楕円形で、長径1.50m、短径0.70

m、深さ0.20m、長軸方位はN-43° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第322号土堀（第169図）

D-19グリッドに位置する。第16号溝跡との

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径1.95m、短径1.65m、深さ0.30m、長軸方位

はN-51° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第323号土城（第164図）

C • D-21グリッドに位置する。第24• 26号

溝跡との新旧関係は確認できなかった。平面形は

不整長楕円形と推定される。長径[0.90]m、短径

0.85m、深さ0.25m、長軸方位はN-66° -Wで

ある。

遺物は出土しなかった。

第324号土堀（第168図）

E-16グリッドに位置する。第161号土堀との

新旧関係は確認できなかった。平面形は不整形で、

長径［1.75]m、短径0.48m、深さ0.10m、長軸方

位はN-90° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第325号土壊（第169図）

E-20グリッドに位置する。平面形は不整楕

円形で、長径［1.30]m、短径1.30m、深さ0.15m、

長軸方位はN-29° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第326号土堀（第169図）

E-20グリッドに位置する。平面形は不明で

ある。長径［1.05]m、短径［0.45]m、深さ0.10m、

長軸方位はN-26° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第327号土堀（第169図）

E-19 • 20グリッドに位置する。平面形は不

明である。長径1.95m、短径[0.80]m、深さ0.50

mである。

遺物は出土しなかった。

第328号土堀（第169図）

F-16グリッドに位置する。平面形は円形で、

径は0.75X0.70m、深さ0.15mである。

遺物は出土しなかった。
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第178図土壊 (23)

第329号土堀（第169図） 遺物は出土しなかった。

E • F-16グリッドに位置する。平面形は長 第330号土堀（第169図）

楕円形で、長径(1.90)m、短径1.35m、深さ0.30 F-17グリッドに位置する。平面形は長楕円

m、長軸方位はN-70° -Eである。 形で、長径1.90m、短径1.05m、深さ0.35m、長
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第179図土堀 (24)
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軸方位はN-53° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第331号土凛（第166図）

F-18グリッドに位置する。平面形は不明で、

長怪2.00m、短径[0.90]m、深さ0.30mである。

遺物は出土しなかった。

第332号土堀（第169図）

E • F-19グリッドに位置する。平面形は楕

円形で、長径1.15m、短径0.95m、深さ0.10m、長

軸方位はN-30° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第333号土壊（第169図）

G-16グリッドに位置する。平面形は不明、長

径［1.30]m、短径[0.65]m、深さ0.10mである。

遺物は出土しなかった。

第334号土塀（第169図）

G-16グリッドに位置する。平面形は不整な隅

丸長方形である。長軸［1.70]m、短軸0.75m、深

さ0.08m、長軸方位はN-38° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第335号土城（第178図）

B-19 • 20グリッドに位置する。平面形は長

楕円形で、長径1.25m、短径［0.95]m、深さ0.30

m、長軸方位はN-30° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第336号土堀（第178図）

A-22グリッドに位置する。西側は調査区外に

続くため、平面形は不明。長径1.20m、短径［0.30]

m、深さ0.20m、長軸方位はN-15° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第337号土堀（第178図）

F-19グリッドに位置する。平面形は長楕円

形で、長径0.85m、短径0.60m、深さ0.10m、長

軸方位はN-5° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第338号土漿（第178図）

E-18グリッドに位置する。平面形は長方形で、

長軸1.25m、短軸0.28m、深さ0.10m、長軸方位

はN-16° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第339号土堀（第178図）

E-17グリッドに位置する。平面形は隅丸長

方形と推定される。長軸[0.65]m、短軸［1.10]m、

深さ0.20m、長軸方位はN-30° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第341号土堀（第171図）

M-7・8グリッドに位置する。第230号土壊

を切り、第7号溝跡に切られている。平面形は楕

円形と推定される。長径1.80m、短径1.10m、深

さ0.25m、長軸方位はN-85° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第342号土堀（第177図）

M-7グリッドに位置する。第12号住居跡を切

っているが、ピットとの新旧関係は確認できなか

った。平面形は楕円形で、長径1.33m、短径1.13

m、深さ0.21m、長軸方位はN-36° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第343号土堀（第170図）

L-6グリッドに位置する。第10号住居跡を切

っているが、第227• 254号土壊との新旧関係は

確認できなかった。平面形は楕円形と思われる。

南北規模は0.70mであるが、東西規模は1.43mま

での確認で、深さ0.10m、長軸方位はN-60° ―

Eである。

遺物は出土しなかった。

第344号土堀（第177図）

K-8グリッドに位置する。ピッ トとの新旧関

係は確認できなかった。平面形は円形に近い楕円

形で、長径1.15m、短径1.00m、深さ0.14m、長

軸方位はN-34° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第345号土堀（第177• 189図）

M-7グリッドに位置する。第12号住居跡と第

354号土壊を切っているが、ピットとの新旧関係
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については確認できなかった。平面形は隅丸三角

形に近い。平面規模は東西2.22m、南北1.88m、

深さ0.42m、長軸方位はN-48° -Eである。

土師器の杯 (283)・甕（284)の2点が出土した。

土壊の時期は、 6世紀第4四半期と推定される。

第346号土塘（第179図）

M-5グリッドに位置する。平面形は円形で、

平面規模は0.75X0.65m、深さ1.06mである。中

央に、径0.20X0.20m、深さ0.18mの円形の窪み

をもつ。形状・規模から、井戸の可能性が考えら

れるが、その場合この窪みは水溜めとして機能し

たと思われる。

遺物は出土しなかった。

第347号土堀（第179図）

N-5グリッドに位置する。北側は調査区外に

続く 。遺存度が低く、調査区内でもプランの確定

ができず、推定によるプランである。平面規模は

東西2.65m、南北0.85mまでの確認で、深さは

0.05mである。遺構内に8つの窪みが存在するが、

帰属の有無は確認できなかった。

遺物は出土しなかった。

第348号土堀（第160図）

K-8グリッドに位置する。第68• 69号土壊を

切っているが、 4基のピットとの新旧関係は確認

できなかった。最終的に 3基と判断したが当初、

単独の土壊として調査したため、遺物の帰属が特

定できなくなる結果となってしまった。平面形は

楕円形と推定される。東西規模は1.44mであるが、

南北規模については1.04mまでの確認で、深さ

0.20mである。

第68• 69号土堀として取り上げた遺物(21~29)

は、合わせて9点であるが、本遺構に帰属する可

能性もある。

第349号土堀（第175図）

M・N-5グリッドに位置する。第284• 352 

号土堀との新旧関係は確認できなかった。平面形

は楕円形で、長径1.95m、短径1.76m、深さ0.13

m、長軸方位はN-52° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第350号土堀（第179図）

M-6グリッドに位置する。第4号方形周溝墓

を切っているが、第9 • 10号住居跡とピットとの

新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形で、

長径2.40m、短径1.75m、深さ0.15m、長軸方位

はN-52° -Eである。

遺物は出土しなかった。

第351号土壊（第161図）

L-9グリッドに位置する。第72号土堀に切

られているが、他の重複遺構との新旧関係は確認

できなかった。平面形は不明。長径［1.55]m、短

径［1.50]m、深さ0.20mである。

遺物は出土しなかった。

第352号土堀（第175図）

M • N - 5 グリッドに位置する 。 縄文土壊であ

る第284号土堀を切っているが、第349号土壊・

ピットとの新旧関係は確認できなかった。平面形

は長楕円形で、短径は0.90mであるが、長径は

2.35mまでの確認にとどまる。深さは0.14m、長

軸方位はN-47° -Wである。

遺物は出土しなかった。

第353号土堀（第179図）

K-10グリッドに位置する。平面形は楕円形と

推定される。長径(0.70)m、短径0.58m、深さ

0.10m、長軸方位はN-0゚ である。

遺物は出土しなかった。

第354号土堀（第177図）

M-7グリッドに位置する。第345号土堀に切

られているが、ピットとの新旧関係は確認できな

かった。平面形は楕円形と推定されるが、平面規

模については0.80X0.65mまでの確認で、深さ

0.20mである。

遺物は出土しなかった。

第355号土堀（第178図）

D-15グリッドに位置する。第59号溝跡と 1
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第 23表土堀一覧表

追構 区 グリ ッド 追構 区 グリッド 追構 区 グリ ッド 追構 区 グリ ッド 追構 区 グリ ッド 辿梢 区 グリ ッド

SK1 C H-11 SK59 C L-9・10 SK113 A E-16・17 SK181 B J-14 SK256 C K-7 SK307 C K-8 

SK2 C H-11 SK60 C J-8 SK114 A F-18 SK201 C K-8 SK257 C L-6 SK308 C L-7 

SK3 C I-11 SK62 C K-8・9 SK115 A E-18・19 SK202 C L-7 SK259 C K-7 SK309 C L-7 

SK4 C H-11 SK63 C K-8・9 SK116 A D-21 SK203 C L-7 SK260 C K-7・8 SK310 C L-9 

SK5 C I-10 SK64 C K-8 SK117 A F-19 SK204 C M-8 SK261 C K-7 SK311 C N-4 

SK6 C I-11 SK65 C K-8 SK119 A C-19 SK206 C L-8 SK262 C M・N-6 SK312 C N-6 

SK7 C H-11 SK66 C K-9 SK120 A F-20 SK207 C M-8 SK263 C M-6 SK313 C M-7 

SK8 C H-11 SK68 C K-8 SK121 A F-20 SK209 C L・M-8・9 SK264 C L-6・7 SK315 A D・ E-17 

SK9 C J-11 SK69 C K-8 SK122 A F-18 SK210 C M-8 SK265 C L-6 SK316 A A-21 

SKlO C J-11 SK70 C K-9 SK125 A F-15 SK211 C K-7・8 SK266 C L-6 SK317 A A-21 • 22 

SKll C K-11 SK71 C K-9 SK126 A C • D-16 SK212 C K-8 SK267 C M-6-7 SK318 A A-22 

SK12 C K-11 SK72 C L-9 SK127 A D-20 SK213 C K-8 SK268 C M-7 SK319 A A-21 

SK13 C J-1 1 SK73 C K-9 SK128 A E-19・20 SK214 C K-8 SK269 C M-5・6 SK320 A C-19 

SK14 C J-11 SK74 C K-9 SK129 A D-15 SK216 C K-8 SK270 C M-5 SK321 A C-19 

SK15 C J-12 SK75 C K-9 SK130 A D-15・16 SK217 C K-8 SK271 C K-8・9 SK322 A D-19 

SK16 C J-11 SK76 C K-8 SK132 A F-18 SK218 C K-7・8 SK272 C K-8 SK323 A C • D-21 

SK17 C I-10 SK79 C K-9 SK133 A F-17 SK219 C K-8 SK273 C K-8 SK324 A E-16 

SK18 C I・J-10 SK80 C J-9 SK134 A F-18 SK225 C L-6 SK274 C L-8 SK325 A E-20 

SK19 C I・J-10 SKSl C K・L-8 SK135 A E-15 SK226 C L-6 SK275 C L-6 SK326 A E-20 

SK20 C J-10 SK82 C J・K-8 SK136 A E-15 SK227 C L-6 SK276 C G-11 SK327 A E-19・20 

SK21 C I-10・11 SK83 C K-9 SK137 A D-15 SK228 C M-7 SK277 C G-11 SK328 A F-16 

SK22 C K-11 SK84 C L-9 SK138 A E • F-18 SK229 C M-7 SK279 C M-6 SK329 A E・F-16 

SK24 C J-11・12 SK85 C L-9 SK139 A F-18 SK230 C M-7 SK280 C L-8 SK330 A F-17 

SK25 C K-11 SK87 C L-9 SK140 A F-18 SK231 C L-7 SK281 C M-5 SK331 A F-18 

SK26 C K-11 SK88 C K-11 SK141 A D-17 SK232 C L・M-6・7 SK282 C N-4・5 SK332 A E・F-19 

SK27 C I-10 SK90 C K-10 SK142 A D-17 SK233 C M-7 SK283 C N-5 SK333 A G-16 

SK28 C J-9 • 10 SK91 C L-8 SK143 A E-16 SK234 C L-8・9 SK284 C M・N-5 SK334 A G-16 

SK29 C J-9 SK92 C L-8 SK144 A E-16 SK235 C L-8 SK285 C N-5 SK335 A B-19・20 

SK30 C J-9 SK93 C L-8 SK145 A C-18 SK236 C L-8 SK286 C N-5 SK336 A A-22 

SK31 C J-9 • 10 SK94 C L-8・9 SK146 A C-18・19 SK237 C L-6 SK287 C N-4 SK337 A F-19 

SK32 C K-10 SK95 C L-8 SK147 A D-15 SK238 C L-6 SK288 C N-4 SK338 A E-18 

SK34 C K-11 SK96 C L-9 SK148 A D-15 SK239 C K-6-7 SK289 C N-4 SK339 A E-17 

SK35 C J-10 SK97 C L-8 SK149 A D • E-14 SK240 C L-6 SK290 C N-5 SK341 C M-7・8 

SK36 C K・L-10 SK98 C L-8 SK150 A E-17 SK241 C M-6 SK291 C N-5 SK342 C M-7 

SK37 C L-10 SK99 C L-8 SK151 A E-17 SK242 C M-6 SK292 C N-4 SK343 C L-6 

SK38 C I-10 SKlOO C L-8 SK152 A E-17 SK243 C M-7 SK293 C N-4 SK344 C K-8 

SK39 C I-9 SKlOl A B-20 SK153 A E-17 SK244 C M-6 SK294 C N-4 SK345 C M-7 

SK40 C K-10 SK102 A B-20 SK154 A E-16 SK245 C M-6 SK295 C N-5 SK346 C M-5 

SK41 A A-22 SK103 A B-20 SK155 A D-17 SK246 C M-6 SK296 C N-4 SK347 C N-5 

SK42 A A-21 • 22 SK104 A C-19 SK156 A F-15 SK247 C M-7 SK297 C N-4 SK348 C K-8 

SK43 C I-8・9 SK105 A 8-19 SK157 A E-18 SK248 C L-6 SK299 C I-10 SK349 C M・N-5 

SK51 C J-11 SK106 A C-19 B・C- SK249 C L-6 SK300 C I-9 • 10 SK350 C M-6 
SK158 A 

19・20 SK52 C K-9 SK107 A B-19 SK250 C M-7・8 SK301 C I-9 SK351 C L-9 

SK53 C J・K-9 SK108 A D-21 SK159 A D-15 SK251 C L-7 SK302 C J-9 SK352 C M・N-5 

SK54 C J・K-9 SK109 A F-16 SK160 A C-18 SK252 C L-6 SK303 C J・K-9 SK353 C K-10 

SK55 C J-8・9 SKllO A E・F-16 D-16 SK253 C L-5・6 SK304 C K-9 SK354 C M-7 
SK161 A 

E-15・16 SK56 C J-8 SKlll A C-21 SK254 C L-6 SK305 C K-9 SK355 A D-15 

SK57 C J-8 SK112 A A-20 SK162 A D-20 SK255 C K-6・7 SK306 C K-9 SK356 A D-16 
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